
　

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
当
局
は
イ

ラ
ン
側
か
ら
、
タ
ン
カ
ー
が

解
放
さ
れ
れ
ば
、
シ
リ
ア
な

ど
Ｅ
Ｕ
の
制
裁
対
象
国
に
向

か
わ
せ
な
い
と
確
約
す
る
書

面
を
受
け
取
り
「
拿
捕
し
続

け
る
正
当
な
理
由
は
な
い
」

と
説
明
し
た
。

　

イ
ラ
ン
の
ロ
ウ
ハ
ニ
大
統

領
は
７
月
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル

側
が
「
違
法
行
為
」
を
や
め

れ
ば
「
イ
ラ
ン
は
相
応
の
措

置
を
取
る
」
と
述
べ
、
イ
ラ

ン
の
タ
ン
カ
ー
が
解
放
さ
れ

れ
ば
見
返
り
に
英
タ
ン
カ
ー

を
解
放
す
る
と
の
考
え
を
示

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
、
新
局
面

緊
張
緩
和
へ
英
船
釈
放
焦
点

イ
ラ
ン
の
タ
ン
カ
ー
解
放

ゲ
ノ
ム
編
集
で
目
の
病
気
治
療

米
、
体
内
の
遺
伝
子
直
接
操
作

し
て
英
国
の
タ
ン
カ
ー
を
拿

捕
し
て
お
り
、
今
後
は
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
の
緊
張
緩
和
に
向

け
、
イ
ラ
ン
側
が
英
タ
ン

カ
ー
の
解
放
に
踏
み
切
る

か
否
か
が
焦
点
。
膠
着
し
て

い
た
情
勢
は
新
局
面
に
入
っ

た
。

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
＝
尾
崎

雅
子
】
英
領
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル

自
治
政
府
は
１
５
日
、
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
対
シ
リ

ア
制
裁
違
反
の
疑
い
で
７
月

に
拿
捕
し
た
イ
ラ
ン
の
大
型

タ
ン
カ
ー
を
解
放
し
た
と
発

表
し
た
。
イ
ラ
ン
は
報
復
と

米
富
豪
、
首
に

複
数
の
骨
折

検
視
当
局
「
自
殺
」
断
定
せ
ず

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
遺

伝
子
を
効
率
的
に
改
変
で
き

る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
使

い
、
子
ど
も
の
失
明
の
原
因

に
な
る
目
の
病
気
で
遺
伝
子

治
療
の
臨
床
試
験
を
米
国
で

年
内
に
始
め
る
と
、
米
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
が
１ 

５
日
ま
で
に
発
表
し
た
。
簡

単
に
使
え
る
た
め
世
界
で
急

速
に
広
が
る「
ク
リ
ス
パ
ー
・

キ
ャ
ス
９
」
と
い
う
手
法
を

活
用
し
て
人
の
体
内
で
原
因

全
小
選
挙
区

に
擁
立
意
向

Ｎ
国
「
政
権
交
代
目
指
す
」

北
朝
鮮
が
ま
た
飛
翔
体
発
射

韓
国
け
ん
制
、
同
盟
揺
さ
ぶ
り

再
開
待
ち
、
関
空
で
一
夜

利
用
客
１
７
０
０
人

配
布
さ
れ
た
寝
袋
で
一
夜
を
明
か
す
利
用

客
ら
＝
１
５
日
夜
、
関
西
空
港
（
共
同
）

夜
空
に
浮
か

ぶ
炎
の
文
字

京
都
、
五
山
送
り
火

関
税
第
４
弾
控
え
、
中
国
外
へ

　
【
共
同
】
米
国
の
中
国
製
品
に
対
す
る
第
４
弾
の
追
加
関
税
発
動
を
控
え
、
日
本
企
業
が
影
響
を
避
け
る
た
め
に

生
産
拠
点
を
中
国
の
外
へ
移
す
動
き
が
加
速
し
て
き
た
。
米
中
の
対
立
は「
新
冷
戦
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
深
刻
化
し
、

解
決
の
糸
口
す
ら
見
え
な
い
。
両
大
国
に
挟
ま
れ
た
日
本
企
業
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
部
品
の
調
達
・
供
給
網
）

の
大
幅
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

日
本
企
業
、
生
産
移
転
を
加
速

米
中
「
新
冷
戦
」
深
刻
化

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
＝
上
嶋
茂

太
】
韓
国
軍
合
同
参
謀
本
部

は
１
６
日
、
北
朝
鮮
が
同
日

午
前
８
時
１
分
（
日
本
時
間

同
）
と
８
時
１
６
分
に
、
東

部
・
江
原
道
の
通
川
付
近
か

ら
日
本
海
に
向
け
、
短
距
離

の
飛
翔
体
を
２
発
発
射
し
た

と
明
ら
か
に
し
た
。
韓
国
軍

は
飛
翔
体
は
約
２
３
０
キ
ロ

飛
行
し
、
高
度
は
約
３
０
キ

ロ
、最
高
速
度
は
マ
ッ
ハ
６
・

１
以
上
と
み
て
い
る
。
米
韓

は
飛
翔
体
の
種
類
な
ど
に
つ

い
て
分
析
を
急
い
で
い
る
。

　

北
朝
鮮
は
、
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
が
短
距
離
ミ
サ
イ
ル

発
射
へ
の
容
認
姿
勢
を
示
す

中
、
１
６
日
朝
に
は
、
１
５

日
の
演
説
で
南
北
協
力
を
訴

え
た
韓
国
の
文
在
寅
大
統
領

を
批
判
し
、
南
北
対
話
を
拒

否
す
る
な
ど
韓
国
へ
の
圧
迫

を
強
め
て
い
る
。
韓
国
を
け

ん
制
す
る
と
と
も
に
、
米
韓

同
盟
を
揺
る
が
す
狙
い
も
あ

る
と
み
ら
れ
る
。

　

北
朝
鮮
は
米
韓
合
同
軍
事

演
習
な
ど
に
反
発
し
て
、
７

月
２
５
日
以
降
、
短
距
離
弾

道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
発
射
を

繰
り
返
し
て
お
り
、
今
回
で

６
回
目
。

徳島市で開幕した「阿波おどり」の総
踊り＝１２日夜（共同）

騰
し
、
以
前
か
ら
移
転
を
考

え
て
い
た
が
、
米
中
摩
擦
の

激
化
を
受
け
て
対
応
を
急
い

だ
」（
同
社
幹
部
）
と
い
う
。

　

大
手
商
社
幹
部
は
「
春
ご

ろ
ま
で
は
貿
易
摩
擦
が
近
く

収
束
す
る
と
の
期
待
も
あ
っ

た
が
、
も
う
限
界
だ
。
対
立

長
期
化
に
備
え
、
中
国
で
投

資
す
る
生
産
拠
点
を
大
幅
に

見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
」
と

話
し
た
。

　
【
共
同
】
大
型
の
台
風

１
０
号
は
日
本
海
を
北
寄
り

に
進
み
、
１
６
日
午
後
９
時

に
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
て

消
滅
し
た
。
東
北
や
北
海
道

に
は
引
き
続
き
暖
か
く
湿
っ

た
空
気
が
流
れ
込
ん
で
大
気

の
状
態
が
不
安
定
に
な
り
、

１
７
日
に
か
け
て
大
雨
や
暴

風
、大
し
け
の
恐
れ
が
あ
る
。

気
象
庁
は
土
砂
災
害
、
低
い

土
地
の
浸
水
、河
川
の
増
水
・

氾
濫
、
暴
風
、
高
波
に
警
戒

を
呼
び
掛
け
た
。

　

１
５
日
に
兵
庫
県
上
郡
町

遺
伝
子
を
直
接
修
復
す
る
世

界
初
の
臨
床
試
験
と
い
う
。

　

病
気
の
治
療
は
ゲ
ノ
ム
編

集
の
応
用
で
最
も
期
待
さ
れ

て
い
る
分
野
の
一
つ
。
成

否
は
今
後
の
遺
伝
子
治
療
の

広
が
り
を
占
う
試
金
石
に
な

る
。

　

昨
年
発
覚
し
た
中
国
の
研

究
者
に
よ
る
受
精
卵
へ
の
ゲ

ノ
ム
編
集
の
よ
う
に
影
響
が

将
来
世
代
に
引
き
継
が
れ
る

恐
れ
は
な
く
、
遺
伝
子
の
改

変
は
患
者
の
患
部
に
限
定
さ

れ
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　

臨
床
試
験
は
、
特
定
の

遺
伝
子
の
変
異
が
原
因
の

「
レ
ー
バ
ー
先
天
性
黒
内
障

１
０
型
」
と
い
う
病
気
を
対

象
に
米
エ
デ
ィ
タ
ス
メ
デ
ィ

シ
ン
な
ど
が
計
画
。
患
者
数

は
多
く
な
い
が
、
子
ど
も
の

頃
に
発
症
し
、
目
の
網
膜
の

機
能
が
正
常
に
働
か
ず
、
進

行
し
て
失
明
す
る
こ
と
も
あ

る
。

　

計
画
で
は
、
３
歳
以
上
の

子
ど
も
と
大
人
計
１
８
人
に

対
し
、
網
膜
下
に
ゲ
ノ
ム
編

集
の
薬
剤
を
注
射
す
る
。
薬

　
【
共
同
】
台
風
１
０
号
に

伴
う
欠
航
や
遅
延
が
相
次
い

だ
関
西
空
港
（
大
阪
府
泉

佐
野
市
な
ど
）
で
は
１
６

日
、
運
航
再
開
を
待
つ
約

１
７
０
０
人
の
利
用
客
が
空

港
ロ
ビ
ー
な
ど
で
一
夜
を
明

か
し
た
。
空
港
を
運
営
す
る

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
は
、
昨
年

９
月
の
台
風
２
１
号
で
関
空

が
孤
立
し
た
際
の
教
訓
を
生

か
し
て
対
応
に
当
た
っ
た
。

　

関
空
で
は
１
５
日
午
後

１
０
時
現
在
、
国
際
線
と
国

内
線
で
発
着
の
２
３
２
便
が

欠
航
と
な
っ
た
。
遅
れ
も
生

で
ア
ユ
取
り
に
来
て
い
た
同

県
佐
用
町
の
無
職
熊
渕
徳
幸

さ
ん
（
７
１
）
が
川
に
流
さ

れ
、
そ
の
後
下
流
で
遺
体
が

見
つ
か
っ
た
。
静
岡
県
下
田

市
須
崎
の
海
岸
で
は
神
奈
川

県
藤
沢
市
の
小
学
５
年
の
モ

リ
福
音
子
さ
ん
（
１
１
）
が

高
波
に
さ
ら
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
海
底
で
発
見
さ
れ
、
死

亡
が
確
認
さ
れ
た
。
台
風
に

よ
る
死
者
は
３
人
と
な
っ

た
。

　

日
本
海
側
で
は
台
風
に
向

か
う
風
が
山
を
越
え
、
熱
風

剤
は
細
胞
へ
の
運
搬
役
と
な

る
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
に
、

原
因
遺
伝
子
の
変
異
部
分
を

正
確
に
探
し
出
す
リ
ボ
核

酸
（
Ｒ
Ｎ
Ａ
）
と
、
変
異
部

分
を
切
り
取
っ
て
機
能
を
正

常
化
さ
せ
る
は
さ
み
役
の
酵

素
を
組
み
込
ん
で
い
る
。
薬

剤
の
濃
度
を
変
え
る
な
ど
し

て
、
意
図
し
な
い
遺
伝
子
の

改
変
が
起
き
な
い
か
な
ど
安

全
性
を
評
価
す
る
と
と
も
に

有
効
性
を
調
べ
る
。

　

ク
リ
ス
パ
ー
法
を
巡
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
体
外
に
取

り
出
し
た
血
液
な
ど
の
細
胞

を
遺
伝
子
操
作
し
て
体
内
に

戻
し
、
血
液
の
病
気
や
が
ん

の
治
療
を
目
指
す
臨
床
試
験

が
既
に
米
国
な
ど
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
日
本
で
も
自
治

医
大
の
チ
ー
ム
が
血
友
病
の

治
療
を
目
指
す
な
ど
研
究
が

進
む
が
、
人
に
臨
床
応
用
す

る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

米
国
で
は
、
ク
リ
ス
パ
ー

法
よ
り
古
い
ゲ
ノ
ム
編
集
の

手
法
を
使
っ
て
、
体
内
の
遺

伝
子
を
直
接
操
作
す
る
臨
床

試
験
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
【
共
同
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
国

民
を
守
る
党
の
上
杉
隆
幹
事

長
は
１
６
日
、
国
会
内
で
記

　
【
共
同
】
古
都
の
夏
を
彩

る
「
五
山
送
り
火
」
が
１
６

日
、
京
都
市
街
を
囲
む
山
々

で
行
わ
れ
た
。
台
風
の
過
ぎ

去
っ
た
夜
空
に
鮮
や
か
に
浮

か
ん
だ
炎
を
、
家
族
連
れ
の

見
物
客
ら
が
見
つ
め
た
。

　

午
後
８
時
ご
ろ
、
東
山
の

如
意
ケ
嶽
で
一
画
が
最
長
約

（１） ２０１９年第５３０７号  ８月 １７日 （土曜日）

指
定
し
た
イ
ラ
ン
革
命
防
衛

隊
を
支
援
し
て
い
た
と
非
難

し
た
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
対

応
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
の
ザ
リ
フ
外
相
は

１
５
日
、
米
国
の
「
海
賊
行

為
」
が
失
敗
し
た
と
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
投
稿
。
自
治
政
府
報

道
官
は
、
拘
束
さ
れ
て
い
た

船
長
と
乗
組
員
ら
が
釈
放
さ

れ
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

　

英
外
務
省
報
道
官
は
声
明

で
イ
ラ
ン
に
「
確
約
順
守
」

を
求
め
た
ほ
か
、
英
タ
ン

が
吹
き
下
ろ
す
「
フ
ェ
ー
ン

現
象
」
も
発
生
。
新
潟
県
糸

魚
川
市
で
は
１
５
日
、
未
明

や
深
夜
も
気
温
が
下
が
ら
ず

最
低
気
温
と
し
て
３
１
・
３

度
を
記
録
し
、
最
低
気
温
が

最
も
高
か
っ
た
全
国
記
録
を

更
新
し
た
。
１
６
日
は
東
北

の
日
本
海
側
で
早
朝
か
ら
気

温
が
上
昇
し
、
秋
田
県
に
か

ほ
市
で
は
午
前
６
時
１
８
分

に
３
６
・５
度
を
観
測
し
た
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
１
２

日
か
ら
の
総
雨
量
は
１
６
日

夕
ま
で
に
高
知
県
馬
路
村

で
８
７
２
・
５
ミ
リ
、
奈
良

県
上
北
山
村
で
８
３
４
・
５

ミ
リ
、
和
歌
山
県
田
辺
市
で

６
７
９
・
０
ミ
リ
に
達
し
た
。

こ
の
間
の
最
大
瞬
間
風
速
は

１
５
日
に
高
知
・
室
戸
岬
で

４
１
・
９
メ
ー
ト
ル
、
福
井

県
敦
賀
市
で
３
３
・
５
メ
ー

ト
ル
、
香
川
県
東
か
が
わ
市

で
３
２
・
８
メ
ー
ト
ル
だ
っ

た
。

　

台
風
１
０
号
は
１
６
日
午

後
９
時
に
北
海
道
の
西
で
温

帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
た
時
点

で
中
心
気
圧
は
９
８
４
ヘ
ク

ト
パ
ス
カ
ル
、
最
大
風
速
は

２
３
メ
ー
ト
ル
。
中
心
の
南

東
側
８
５
０
キ
ロ
以
内
と
北

西
側
５
６
０
キ
ロ
以
内
は
風

速
１
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
強

風
域
だ
っ
た
。

　

１
７
日
午
後
６
時
ま
で
の

２
４
時
間
に
予
想
さ
れ
る
雨

量
は
北
海
道
の
多
い
所
で

２
０
０
ミ
リ
。
１
７
日
に
か

け
て
予
想
さ
れ
る
最
大
風

速
（
最
大
瞬
間
風
速
）
は
北

海
道
２
３
メ
ー
ト
ル
（
３
５

メ
ー
ト
ル
）、東
北
２
０
メ
ー

ト
ル
（
３
０
メ
ー
ト
ル
）。

波
の
高
さ
は
北
海
道
６
メ
ー

ト
ル
、
東
北
と
北
陸
５
メ
ー

ト
ル
。

じ
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
大

勢
の
人
で
混
み
合
っ
た
。
関

西
エ
ア
は
空
港
に
泊
ま
り
込

む
利
用
客
の
た
め
、
飲
料
水

や
寝
袋
を
１
５
０
０
個
ず
つ

用
意
。
配
布
カ
ウ
ン
タ
ー
に

は
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。

　

対
岸
を
結
ぶ
連
絡
橋
の
車

両
通
行
規
制
は
１
６
日
未
明

に
解
除
と
な
り
、
早
朝
か

ら
航
空
機
の
運
航
が
再
開
し

た
。

　

友
人
と
タ
イ
に
行
く
と
い

ナ
ム
に
移
し
た
。

　

米
国
が
輸
入
す
る
ゲ
ー
ム

機
の
９
０
％
以
上
が
中
国
で

生
産
さ
れ
て
お
り
、
ソ
ニ
ー

と
任
天
堂
、
米
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
は
連
名
で
関
税
リ
ス
ト

か
ら
外
す
よ
う
米
政
府
に
要

請
し
て
き
た
。
ソ
ニ
ー
の
十

時
裕
樹
最
高
財
務
責
任
者

（
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）
は
「
高
い
関
税

を
掛
け
る
こ
と
は
最
終
的
に

米
国
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
」
と
訴
え
る
。

　

リ
コ
ー
は
、
第
４
弾
の
対

象
と
な
る
複
合
機
に
つ
い

て
、
米
国
向
け
商
品
の
生
産

地
を
７
月
末
か
ら
タ
イ
工
場

に
移
し
た
。
京
セ
ラ
も
複
合

機
や
コ
ピ
ー
機
の
生
産
を
ベ

ト
ナ
ム
に
移
管
す
る
。

　

Ｊ
Ｖ
Ｃ
ケ
ン
ウ
ッ
ド
は
、

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
生
産
を
中
国

か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
移
し

た
。「
中
国
は
人
件
費
が
高

　

米
国
は
こ
れ
ま
で
年
間

約
２
５
０
０
億
ド
ル
（
約

２
６
兆
５
千
億
円
）
相
当
の

中
国
製
品
に
対
し
て
追
加
関

税
を
発
動
済
み
。
第
４
弾
で

は
残
る
ほ
ぼ
全
て
の
中
国
か

ら
の
輸
入
品
が
対
象
と
な

り
、９
月
１
日
に
発
動
す
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム

機
な
ど
一
部
品
目
の
発
動
は

１
２
月
１
５
日
に
延
期
す
る

こ
と
を
決
め
た
が
、
実
施
方

針
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

ソ
ニ
ー
は
、
家
庭
用
ゲ
ー

ム
機
「
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
Ｐ
Ｓ
）４
」や
オ
ー
デ
ィ

オ
機
器
な
ど
が
第
４
弾
の
対

象
と
な
る
。
商
品
ご
と
に
生

産
拠
点
の
中
国
外
へ
の
移
管

や
値
上
げ
な
ど
の
対
応
策
を

検
討
し
て
い
る
。
任
天
堂
も

ゲ
ー
ム
機
「
ニ
ン
テ
ン
ド
ー

ス
イ
ッ
チ
」
の
生
産
の
一
部

を
今
夏
か
ら
中
国
か
ら
ベ
ト

　

安
倍
晋
三
首
相
は
官
邸
で

記
者
団
に
「
十
分
な
警
戒
態

勢
の
下
、
米
国
な
ど
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
国
民
の
安

全
を
守
る
た
め
に
万
全
を
期

す
」
と
述
べ
た
。

　

岩
屋
毅
防
衛
相
は
防
衛
省

で
記
者
団
に
「
北
朝
鮮
が
ミ

サ
イ
ル
関
連
技
術
の
高
度
化

を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
、
地

域
全
体
、
国
際
社
会
に
と
っ

て
極
め
て
深
刻
な
課
題
だ
。

警
戒
監
視
態
勢
に
万
全
を
期

し
た
い
」
と
述
べ
た
。
同
省

は
幹
部
会
議
を
開
催
。
情
報

収
集
や
分
析
に
当
た
っ
た
。

　

日
本
政
府
は
「
わ
が
国
の

領
域
や
排
他
的
経
済
水
域

（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
へ
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
飛
来
は
確
認
さ
れ
て

お
ら
ず
、
現
時
点
で
安
全
保

障
に
直
ち
に
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
事
態
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
」
と
発
表
し
た
。

　

５
日
に
始
ま
っ
た
米
韓
合

同
軍
事
演
習
は
２
０
日
ま
で

の
予
定
。
金
正
恩
朝
鮮
労
働

党
委
員
長
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に

最
近
送
っ
た
手
紙
で
演
習
へ

の
不
満
を
訴
え
る
一
方
で
、

短
距
離
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
関

し
て
陳
謝
し
た
上
で
「
演
習

が
終
わ
れ
ば
発
射
実
験
を
や

め
る
」
と
伝
え
た
と
い
う
。

唆
し
て
い
た
。

　

ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る

と
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
イ
ラ

ン
タ
ン
カ
ー
は
今
後
、
地
中

海
の
港
に
向
か
う
と
の
イ
ラ

ン
海
事
当
局
関
係
者
の
情
報

も
あ
る
。

　

英
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る

と
、
米
司
法
省
は
タ
ン
カ
ー

拿
捕
継
続
を
求
め
て
い
た
。

米
国
務
省
は
１
５
日
発
表
し

た
声
明
で
、
タ
ン
カ
ー
は
シ

リ
ア
に
石
油
を
運
ぶ
こ
と
を

通
じ
、
米
国
が
テ
ロ
組
織
に

台
風
が
消
滅
、
温
帯
低
気
圧
に

北
日
本
で
大
雨
・
暴
風
恐
れ

れ
た
様
子
だ
っ
た
。

　

昨
年
の
台
風
２
１
号
で

は
、
対
岸
と
の
連
絡
橋
に
タ

ン
カ
ー
が
衝
突
し
、
一
時
約

８
千
人
が
孤
立
。
水
や
毛

布
な
ど
が
十
分
行
き
渡
ら

ず
混
乱
し
た
教
訓
を
踏
ま

え
、
関
西
エ
ア
は
関
空
で
約

１
万
２
千
人
の
滞
留
者
を
想

定
し
た
備
蓄
品
を
準
備
し
て

い
る
。

　

関
西
エ
ア
に
よ
る
と
、
関

空
に
は
１
５
日
か
ら
１
６
日

に
か
け
て
利
用
客
と
従
業

員
、
空
港
内
の
ホ
テ
ル
客
計

約
４
千
人
が
残
っ
た
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

少
女
ら
へ
の
性
的
虐
待
な
ど

の
罪
で
起
訴
さ
れ
、
１
０
日

に
勾
留
施
設
の
独
房
で
首
を

つ
っ
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た

富
豪
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
エ
プ
ス

タ
イ
ン
被
告
の
遺
体
は
、
首

の
骨
が
複
数
箇
所
で
折
れ
た

状
態
だ
っ
た
こ
と
が
１
５

カ
ー
を
拿
捕
し
た
イ
ラ
ン
側

の
行
為
を
「
非
合
法
的
」
な

ど
と
改
め
て
批
判
し
た
。

　

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
当
局
は
７

月
４
日
、
イ
ラ
ン
の
タ
ン

カ
ー
が
シ
リ
ア
に
原
油
を
輸

送
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
英

軍
の
支
援
を
受
け
拿
捕
し

た
。
イ
ラ
ン
側
は
報
復
を
示

唆
し
、
革
命
防
衛
隊
が
同

１
９
日
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で

国
際
的
な
航
行
規
則
に
従
わ

な
か
っ
た
と
し
て
英
タ
ン

カ
ー
を
拿
捕
し
た
と
発
表
し

た
。

う
大
阪
府
守

口
市
の
大
学

生
黒
川
誠
也

さ
ん
（
２
０
）

は
「
ホ
テ
ル

に
泊
ま
る
お

金
が
な
く
、

寝
袋
を
配
っ

て
く
れ
て
助

か
っ
た
」
と

話
し
た
。
家

族
で
ハ
ワ
イ

旅
行
に
向
か

う
大
阪
府

枚
方
市
の

男
性
会
社
員

（
４
８
）は「
ほ

ぼ
徹
夜
。
と

ん
だ
お
盆
休

み
だ
」
と
疲

日
、
分
か
っ
た
。
検
視
当

局
は
死
因
を
断
定
し
て
い
な

い
。
米
紙
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ

ス
ト
電
子
版
な
ど
が
報
じ

た
。

　

被
告
は
自
殺
し
た
と
み
ら

れ
る
が
、
親
し
か
っ
た
政
財

界
の
大
物
ら
に
少
女
た
ち

を
紹
介
し
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
、「
口
封
じ
で
殺
さ
れ
た

と
の
臆
測
」（
同
紙
）
が
く

す
ぶ
っ
て
い
る
。

　

折
れ
て
い
た
の
は
舌
骨
と

呼
ば
れ
る
部
分
な
ど
。
舌
骨

は
首
つ
り
自
殺
で
も
折
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
同
紙
は
絞

殺
の
場
合
に
折
れ
る
こ
と
が

多
い
と
し
て
い
る
。

　

被
告
が
入
っ
て
い
た
独
房

は
３
０
分
に
１
回
は
看
守
が

点
検
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

被
告
が
死
亡
し
た
日
は
数
時

間
に
わ
た
っ
て
様
子
を
確
認

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
判

明
。
バ
ー
司
法
長
官
は
被
告

の
死
亡
の
経
緯
や
監
視
態
勢

の
調
査
を
命
じ
た
。

　

被
告
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
ほ
か
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統

領
、
英
ア
ン
ド
ル
ー
王
子

ら
と
親
交
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
性
的
虐
待
に
つ
い
て
被

告
は
無
罪
を
主
張
し
て
い

た
。

１
６
０
メ
ー
ト
ル
の
「
大
」

の
字
か
ら
始
ま
り
、
続
け
て

「
妙
法
」「
船
形
」「
左
大
文
字
」

「
鳥
居
形
」
に
５
分
置
き
に

点
火
。
鴨
川
沿
い
や
ビ
ル
の

屋
上
に
は
多
く
の
人
が
集
ま

り
、
揺
ら
め
く
文
字
は
静
か

に
消
え
て
い
っ
た
。

　

送
り
火
は
、
盆
に
迎
え

た
先
祖
の
霊
を
送
り
出
し
、

無
病
息
災
を
祈
る
伝
統
行

事
。
夫
婦
で
訪
れ
、
初
め
て

送
り
火
を
見
た
と
い
う
京
都

市
の
会
社
員
工
藤
祐
太
さ

ん
（
３
４
）
は
「
亡
く
な
っ

た
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

方
々
の
こ
と
も
頭
を
よ
ぎ
っ

た
。
追
悼
の
思
い
を
強
く
し

た
」
と
話
し
た
。

　

京
都
府
警
に
よ
る
と
、
人

出
は
約
２
万
８
千
人
だ
っ

た
。

者
会
見
し
、
次
期
衆
院
選
で

２
８
９
あ
る
全
小
選
挙
区
に

候
補
者
を
擁
立
す
る
意
向
を

明
ら
か
に
し
た
。「
政
権
交

代
を
目
指
す
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
や
（
世
論
の
）
反
応
を

見
て
、
２
８
９
全
部
に
候
補

を
立
て
る
準
備
が
で
き
る
と

判
断
し
た
」
と
述
べ
た
。

　

立
花
孝
志
党
首
と
今
後
の

選
挙
戦
略
に
つ
い
て
協
議
し

た
上
で
公
表
し
た
と
説
明
。

小
選
挙
区
へ
の
擁
立
で
最
も

重
視
す
る
地
域
と
し
て
、
東

京
、
北
関
東
、
南
関
東
、
近

畿
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
挙
げ
、

こ
れ
に
東
海
、
九
州
が
続
く

と
し
た
。

　

他
党
と
の
候
補
者
調
整
に

つ
い
て
は
「
全
政
党
と
タ

ブ
ー
な
く
対
応
す
る
」
と
強

調
し
た
。



推
進
議
員
と
の
兼
ね
合
い
は
？

解
も
示
し
た
。
二
つ
の
委
員

会
の
廃
止
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

と
ド
イ
ツ
の
両
国
に
と
っ
て
寝

耳
に
水
だ
っ
た
。

　

連
邦
政
府
は
そ
れ
以
外
の

委
員
会
も
廃
止
し
て
お
り
、

そ
れ
に
代
わ
る
委
員
会
が
作

ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
ア
マ
ゾ
ン
基
金
に
関

す
る
委
員
会
は
復
活
し
て
お

ら
ず
、
同
基
金
の
運
営
を
法

的
か
つ
技
術
的
に
毎
年
行
い

得
る
環
境
が
危
う
く
な
っ
た

上
、
森
林
伐
採
は
こ
れ
ま
で

以
上
の
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
お

り
、
伯
国
に
は
そ
れ
を
抑
制

す
る
意
図
は
な
い
と
両
国
か

ら
判
断
さ
れ
た
。

　

１
０
日
に
は
ド
イ
ツ
が

１
億
５
千
万
レ
ア
ル
の
資
金

援
助
凍
結
を
発
表
し
て
お
り
、

こ
れ
に
続
い
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
も

今
回
の
判
断
に
至
っ
た
。

　

過
去
１
０
年
間
の
ア
マ
ゾ

ン
基
金
の
９
３
・
８
％
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
５
・
７
％
は
ド
イ
ツ

か
ら
の
援
助
で
、
残
る
０
・

５
％
は
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
か
ら

の
資
金
だ
。

　
【
既
報
関
連
】
１
４
日
に
連
邦
下
院
議
会
が
職
権
乱
用
防
止
法
を
ス
ピ
ー
ド
承
認

し
て
か
ら
一
夜
明
け
た
１
５
日
、
法
案
に
反
対
し
た
下
院
議
員
や
、
検
察
、
司
法

当
局
、
果
て
は
政
権
内
部
の
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
か
ら
ま
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
に
対
し
て
法
案
の
一
部
に
拒
否
権
を
行
使
す
る

よ
う
に
と
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
と
、
１
６
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

が
広
く
、
汚
職
や
犯
罪
捜
査

対
象
と
な
っ
た
容
疑
者
の
弁

護
側
が
「
不
当
捜
査
」
を
訴

え
る
口
実
に
な
る
。

　

ま
た
、「
調
査
対
象
者
、

収
監
者
、
被
害
者
な
ど
を
の

写
真
や
動
画
を
、
本
人
の
同

意
な
く
撮
影
し
て
は
な
ら
な

い
」
の
項
目
も
拒
否
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
職
権
乱
用
防
止
法

に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
拒
否

権
行
使
を
要
望
さ
れ
て
い
な

い
項
目
と
し
て
、「
司
法
当

局
の
正
式
な
許
可
や
現
行
法

が
認
め
る
よ
う
な
条
件
が
整

わ
な
い
の
に
、
捜
査
目
的
と

称
し
、
居
住
者
の
同
意
も
な

く
、
住
居
や
私
有
地
に
侵
入

す
る
こ
と
を
禁
じ
る
」
な
ど

も
あ
る
。
職
権
乱
用
防
止
法

に
は
、
違
反
行
為
別
に
、
失

職
、
罰
金
か
ら
禁
固
刑
ま
で

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

拒
否
権
行
使
の
可
能
性
に

つ
い
て
問
わ
れ
た
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
１
５
日
、
こ
れ

か
ら
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

考
え
る
が
、
職
権
乱
用
が
全

く
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
答

　

１
５
日
付
官
報
に
銃
の
購

入
に
関
す
る
軍
の
公
示
が
掲

載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
６
月
に
出
た
大
統
領
令

で
承
認
さ
れ
た
小
銃
な
ど
は

購
入
が
禁
じ
ら
れ
た
が
、
警

察
や
軍
隊
だ
け
が
持
つ
こ
と

が
可
能
だ
っ
た
９
ミ
リ
口
径

や
４
５
口
径
の
拳
銃
な
ど
を

え
た
。

　

Ｐ
Ｐ
（
進
歩
党
）、
Ｄ
Ｅ

Ｍ
（
民
主
党
）、Ｐ
Ｒ
Ｂ
（
共

和
党
）、
連
帯
の
４
政
党
か

ら
な
る
２
０
人
の
議
員
団

は
、
２
０
日
に
大
統
領
と
面

会
し
、
同
件
に
つ
い
て
話
し

合
う
予
定
だ
。
裁
可
期
限
は

１
５
日
以
内
だ
。

　

自
身
の
推
す
犯
罪
防
止
法

よ
り
先
に
、
犯
罪
を
取
り
締

ま
る
側
の
権
限
を
抑
制
し
か

ね
な
い
法
案
を
通
さ
れ
て
し

ま
っ
た
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法

相
は
、「
誰
だ
っ
て
職
権
乱

用
に
は
賛
成
し
な
い
。
し
か

し
、
職
権
乱
用
防
止
法
に
よ

り
、
検
事
や
検
察
、
判
事
の

職
務
が
脅
か
さ
れ
な
い
か
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
書
面
を
出
し
た
。

　

ま
た
、
連
邦
検
察
庁
も
、

「
こ
の
法
案
は
、
捜
査
対
象

一
部
項
目
に
拒
否
権
行
使
か

　

両
国
か
ら
の
支
援
カ
ッ
ト

で
基
金
が
枯
渇
す
れ
ば
、
法

定
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
を

監
査
す
る
環
境
省
傘
下
の
国

立
再
生
可
能
天
然
資
源
・
環

境
院
（
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
な

ど
の
活
動
も
窮
地
に
追
い
込

ま
れ
る
。
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
は
同

基
金
か
ら
、
２
０
１
８
年
に

４
４
０
０
万
レ
ア
ル
、
１
９

年
に
４
６
０
０
万
、２
０
年

に
４
８
０
０
万
レ
ア
ル
を
受

ト
ゥ
エ
ン
気
候
環
境
相
が
明

ら
か
に
し
た
も
の
だ
。
そ
の

理
由
は
法
定
ア
マ
ゾ
ン
で
の

森
林
伐
採
の
増
加
で
、
同
基

金
の
伯
国
側
の
窓
口
だ
っ
た

ア
マ
ゾ
ン
基
金
運
営
委
員
会

（
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ａ
）
と
ア
マ
ゾ
ン

基
金
技
術
委
員
会
（
Ｃ
Ｔ
Ｆ

Ａ
）
の
二
つ
を
５
月
に
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
政
権
が
廃
止
し
た
こ

と
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ド
イ
ツ

と
の
間
で
結
ん
だ
合
意
の
一

方
的
破
棄
に
当
た
る
と
の
見

　

１
５
日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が

法
定
ア
マ
ゾ
ン
保
護
の
た
め

の
「
ア
マ
ゾ
ン
基
金
」
へ
の
資

金
１
億
３
３
０
０
万
レ
ア
ル

分
の
援
助
を
差
し
止
め
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
１
０
日
に

は
も
う
ひ
と
つ
の
資
金
提
供

国
の
ド
イ
ツ
も
差
し
止
め
を

発
表
し
て
お
り
、
法
定
ア
マ

ゾ
ン
の
森
林
伐
採
が
野
放
し

に
な
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
１
５
、１
６
日
付

伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

こ
れ
は
、
１
５
日
に
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
オ
ラ
・
エ
ル
ヴ
ェ
ス

独
に
続
き
伯
国
に
不
信
感

軍
政
時
代
の
罪
で
元
兵
士
被
告
に

森
林
伐
採
は
７
月
に
急
増
も

け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
１
６
日
に
ア
マ
ゾ

ニ
ア
人
間
・
環
境
院
（
Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
）
が
発
表
し
た
最

新
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
１
８

年
８
月
〜
１
９
年
７
月
の
法

定
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
は

１
５
％
増
加
し
て
い
る
。
中

で
も
、
７
月
の
森
林
伐
採
は

前
年
同
月
比
６
６
％
増
の

１
２
８
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
１
年
間
の
伐
採
量
の

２
５
％
が
７
月
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
側
の
資
金
差

し
止
め
を
受
け
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
同
日
、「
ノ
ル

ウ
ェ
ー
だ
っ
て
ク
ジ
ラ
を
殺
し

て
油
田
開
発
を
進
め
て
い
る

じ
ゃ
な
い
か
」
と
反
論
。「
欧

州
が
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採

に
興
味
を
持
つ
の
は
、
覇
権

を
握
り
た
い
か
ら
だ
ろ
う
」

と
も
語
っ
て
い
る
。

政
党
の
議
員
が
、
こ
ぞ
っ
て

賛
成
し
て
い
る
。

　
「
政
治
経
験
は
豊
富
で
は

な
い
が
、
そ
の
分
、
政
界
の

垢
に
ま
み
れ
て
い
な
い
」
と

の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
し
、

昨
年
の
選
挙
で
躍
進
し
た
Ｐ

Ｓ
Ｌ
な
ど
は
、
党
と
し
て
法

案
に
反
対
し
た
。

　

法
案
に
反
対
し
て
い
る
銃

規
制
緩
和
推
進
議
員
団
は
、

既
に
二
つ
の
点
で
拒
否
権
が

行
使
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
の
情

報
を
得
た
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
二
つ
と
は
「
正
当
な

根
拠
な
し
に
捜
査
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
」
の
項
目
と
、

「
不
適
切
な
方
法
で
手
錠
を

使
っ
て
は
な
ら
な
い
」
だ
。

　

〃
正
当
な
根
拠
〃
や
〃
不

適
切
な
方
法
〃
も
解
釈
の
幅

細い木や切り株をなぎ倒し、引き抜くためのトラクターや鎖
（Mayke Toscano/Gcom-MT）

ボウソナロ大統領（右）
（ Marcos Corrêa/PR）

モ
ロ
法
相「
慎
重
な
検
討
」要
請

リ オ 州

者
、
被
告
人
た
ち
に
、
捜
査

機
関
こ
そ
罪
を
犯
し
て
い
る

と
糾
弾
す
る
権
利
を
与
え
る

も
の
で
、
犯
罪
や
汚
職
捜
査

の
効
力
や
各
機
関
の
独
立
性

を
損
な
わ
せ
る
」
と
よ
り
踏

み
込
ん
だ
声
明
を
発
表
し
て

い
る
。

持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

一
般
市
民
に
よ
る
購
入
は
官

報
掲
載
日
か
ら
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
以
前
出
た
銃
の
規

制
緩
和
の
大
統
領
令
は
上
院

で
却
下
さ
れ
た
後
に
取
り
下

げ
ら
れ
、
別
の
法
案
が
提
出

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
公
表

さ
れ
た
タ
イ
プ
の
銃
を
自
由

化
す
る
こ
と
は
国
民
に
よ
っ

て
十
分
に
審
議
さ
れ
て
い
な

い
。
今
回
も
国
民
の
反
発
は

必
至
だ
が
、
議
会
は
認
め
る

の
か
。
ま
た
、
こ
れ
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
で
銃
犯
罪
が
深

刻
化
し
た
場
合
、
大
統
領
は

責
任
が
取
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州

知
事
の
下
で
副
知
事
を
つ
と

め
る
ロ
ド
リ
ゴ
・
ガ
ル
シ
ア

氏
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
に

新
た
な
疑
惑
が
浮
上
し
た
。

同
氏
が
州
議
だ
っ
た
０
７
年

に
、
建
設
大
手
Ｏ
Ａ
Ｓ
社
元

社
長
の
レ
オ
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ

氏
が
、
地
下
鉄
４
号
線
建
設

費
の
支
払
い
を
促
す
た
め
に

１
０
０
万
レ
ア
ル
の
賄
賂
を

贈
っ
た
と
証
言
し
た
の
だ
。

最
近
、
聖
市
地
下
鉄
に
関
す

る
汚
職
疑
惑
の
捜
査
が
進
行

中
で
あ
る
こ
と
弊
紙
で
も
報

じ
た
が
、
私
営
の
４
号
線
で

の
汚
職
の
報
道
は
現
時
点
で

は
ま
だ
稀
だ
。
果
た
し
て
こ

の
件
、
ど
う
な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
の
サ
ッ
カ
ー
の
全

国
選
手
だ
が
、
明
日
１
８
日

の
モ
ル
ン
ビ
・
ス
タ
ジ
ア
ム

で
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｆ
Ｃ
対
セ

ア
ラ
ー
戦
で
は
、
鳴
り
物
入

り
で
入
団
し
た
ダ
ニ
エ
ル
・

ア
ウ
ヴ
ェ
ス
が
出
場
す
る
か

否
か
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

法
的
に
出
場
が
可
能
に
な
っ

た
ダ
ニ
は
、
既
に
サ
ン
パ
ウ

ロ
の
練
習
に
合
流
し
、
連
係

プ
レ
ー
も
試
し
て
い
る
。
出

場
す
れ
ば
大
盛
り
上
が
り
は

確
実
だ
が
、
果
た
し
て
。

　

１
５
日
に
聖
市
で
開
か
れ

た
、
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
銀
行

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
し

た
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相

は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
亜
国
）

の
政
治
状
況
に
触
れ
、「
も

し
キ
ル
チ
ネ
ル
派
が
選
挙
に

勝
ち
、
南
米
共
同
市
場
（
メ

ル
コ
ス
ー
ル
）
と
Ｅ
Ｕ
の
自

由
貿
易
協
定
を
邪
魔
す
る
な

ら
、
伯
国
は
メ
ル
コ
ス
ー
ル

か
ら
抜
け
る
」
と
発
言
し
た

と
、
１
６
日
付
伯
字
各
紙
が

報
じ
た
。

　

１
１
日
の
亜
国
大
統
領
選

挙
の
予
備
選
で
は
、
キ
ル
チ

ネ
ル
前
大
統
領
を
副
大
統
領

候
補
と
す
る
ア
ル
ベ
ル
ト
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
候
補
が
、
現

職
の
マ
ク
リ
大
統
領
に
大
差

を
つ
け
た
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
候
補
勝
勢
を
受
け
、
亜
国

で
は
大
規
模
な
通
貨
安
、
株

安
が
発
生
。
１
０
月
末
の
本

選
挙
で
逆
転
を
狙
う
マ
ク
リ

大
統
領
は
バ
ラ
マ
キ
政
策
を

次
々
と
実
行
し
て
い
る
が
、

同
国
内
の
混
乱
は
深
ま
る
ば

か
り
だ
。

　

伯
国
の
ゲ
デ
ス
経
済
相
は

そ
れ
で
も
、「
我
々
は
自
国

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

に
集
中
し
て
い
る
。
伯
国
経

済
は
亜
国
次
第
で
は
な
い
」

と
語
っ
た
。

　

同
経
済
相
は
、「
米
中
貿

易
戦
争
は
、
伯
国
の
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
に

は
影
響
し
な
い
だ
ろ
う
。
せ

い
ぜ
い
為
替
を
左
右
す
る
程

度
だ
」
と
し
た
。

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
は
就
任
後

の
半
年
を
振
り
返
り
、「
我

が
国
の
経
済
政
策
は
正
し
い

道
を
歩
ん
で
い
る
。
社
会
保

障
制
度
改
革
は
下
院
を
通
過

し
、
上
院
承
認
を
待
つ
の
み

だ
。
カ
ピ
タ
リ
ザ
ソ
ン
が
省

か
れ
た
の
は
誤
算
だ
っ
た
が
、

長
年
の
課
題
を
取
り
除
き
つ

つ
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

同
経
済
相
は
税
制
改
革
に

も
意
欲
を
見
せ
た
後
、「
国

営
企
業
は
全
て
売
り
（
民
営

化
し
）
た
い
。
話
は
そ
う
単

純
で
は
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て

い
る
が
、
本
心
と
し
て
は
そ

う
だ
」
と
し
て
、
国
営
企
業

の
民
営
化
に
も
積
極
的
な
姿

勢
を
示
し
た
。

　

リ
オ
州
な
ど
を
管
轄
下
に

置
く
連
邦
第
２
地
域
裁
が

１
４
日
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ワ

ニ
エ
ル
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
・
リ
マ

退
役
軍
曹
が
軍
政
下
で
犯
し

た
女
性
強
姦
や
拷
問
な
ど
の

罪
で
の
起
訴
状
を
受
理
し
た

と
１
４
、１
５
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

軍
政
下
で
の
刑
事
犯
罪
は

１
９
７
９
年
制
定
の
恩
赦
法

で
不
問
に
伏
さ
れ
て
き
た
た

め
、
軍
人
へ
の
起
訴
状
受
理

は
初
め
て
だ
。
リ
マ
氏
へ
の
起

訴
状
は
リ
オ
州
ペ
ト
ロ
ポ
リ

ス
の
連
邦
地
裁
に
提
出
さ
れ

た
が
、
恩
赦
法
と
時
効
を
理

由
に
棄
却
さ
れ
、
連
邦
検
察

庁
が
上
告
し
て
い
た
。

　

リ
マ
氏
を
告
発
し
た
女
性

は
反
体
制
派
の
活
動
家
で
、

２
０
１
５
年
に
死
亡
し
た
イ

ネ
ス
・
エ
リ
エ
ネ
・
ロ
メ
ウ
氏

だ
。
学
生
時
代
か
ら
の
活
動

家
だ
っ
た
イ
ネ
ス
氏
は
、
ヴ
ァ

ン
グ
ア
ル
ダ
・
ア
ル
マ
ダ
・

レ
ヴ
ォ
ル
シ
オ
ナ
リ
ア
・
パ
ウ

マ
ー
レ
ス
と
い
う
極
左
集
団

の
リ
ー
ダ
ー
と
さ
れ
、
駐
伯

ス
イ
ス
大
使
誘
拐
に
関
与
し

た
疑
い
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
陸
軍

秘
密
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
。

　

同
氏
は
そ
の
後
、

１
９
７
１
年
５
月
８
日
に

ペ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
「
死
の
家
」

に
移
さ
れ
た
。「
死
の
家
」
は

政
治
犯
を
内
密
に
軟
禁
、
拷

問
し
た
場
所
の
一つ
で
、
イ
ネ

ス
氏
以
外
の
政
治
犯
、
少
な

く
と
も
１
８
人
は
全
員
殺
害

さ
れ
た
。
彼
ら
の
遺
体
は
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

イ
ネ
ス
氏
は
「
死
の
家
」

で
の
唯
一
の
生
存
者
で
、
軍

政
下
で
捕
ら
え
ら
れ
、
最
後

に
解
放
さ
れ
た
人
物
で
も
あ

る
。
同
氏
は
「
死
の
家
」
で

３
カ
月
余
り
軟
禁
状
態
に
置

か
れ
、
拷
問
に
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
ス
パ
イ
役
を
引
き
受

け
た
ふ
り
を
し
て
、
そ
の
後

の
拷
問
や
死
を
免
れ
た
。

　

同
氏
は
１
９
７
９
年
に

伯
国
弁
護
士
会
（
Ｏ
Ａ

Ｂ
）
に
体
験
を
語
っ
て
お
り
、

１
９
８
１
年
に
「
死
の
家
」

を
告
発
し
た
。
２
０
１
１
年

に
創
設
さ
れ
た
国
の
真
相
究

明
委
員
会
で
も
詳
細
を
語
っ

て
い
る
。
供
述
に
よ
る
と
、

彼
女
は
２
度
強
姦
さ
れ
、
丸

裸
の
ま
ま
台
所
を
掃
除
さ
せ

る
、
下
品
な
冗
談
や
わ
い
せ

つ
な
話
を
繰
り
返
し
聞
か
せ

る
な
ど
の
辱
め
も
受
け
た
。

　

Ｏ
Ａ
Ｂ
で
の
供
述
は
、
ペ

ト
ロ
ポ
リ
ス
市
の
真
相
究
明

委
員
会
が
２
０
１
６
〜
１
８

年
に
行
っ
た
調
査
の
報
告
書

に
も
収
録
さ
れ
た
。
リ
マ
氏

は
２
０
１
４
年
に
検
察
庁
の

捜
査
に
応
じ
て
い
る
が
、
そ

の
際
、
自
分
は
「
死
の
家
」

の
管
理
者
だ
っ
た
と
し
、
イ

ネ
ス
氏
と
共
に
過
ご
し
た
事

は
認
め
た
が
、
強
姦
や
虐
待

は
否
定
し
た
と
い
う
。

　

第
２
地
域
裁
は
、
リ
マ
氏

の
行
為
は
伯
国
も
承
認
す
る

国
際
刑
事
裁
判
所
ロ
ー
マ
規

定
や
ア
メ
リ
カ
人
権
条
約
が

恩
赦
や
時
効
の
対
象
外
と
す

る
「
人
道
に
反
す
る
犯
罪
」

だ
と
判
断
。
判
事
投
票
２
対

１
で
起
訴
状
を
受
理
し
た
。

　

聖
州
が
聖
市
を
流
れ
る

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
川
に
関
し
、

１
５
億
レ
ア
ル
を
投
じ
て
本

格
的
な
浄
化
工
事
を
行
う
意

向
だ
と
、
１
６
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
川
は
聖
市
の

西
部
か
ら
南
に
流
れ
る
川
で
、

マ
ル
ジ
ナ
ル
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス

や
都
電
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
）
９
号

線
が
そ
れ
に
沿
っ
て
走
っ
て
い

る
。

　

聖
州
政
府
は
こ
れ
ま
で
も
、

同
河
川
の
浄
化
を
試
み
て
き

た
が
、
う
ま
く
行
っ
て
い
な

か
っ
た
。
だ
が
、
ジ
ョ
ア
ン
・

ド
リ
ア
聖
州
知
事
（
民
主
社

会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
、
こ

の
浄
化
を
選
挙
公
約
の
中
に

掲
げ
て
い
た
。

　

浄
化
作
業
の
責
任
を
受
け

持
つ
サ
ン
パ
ウ
ロ
水
道
局
（
Ｓ

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
は
、
同
河
川

の
流
域
を
１
４
に
分
割
し
、

河
川
か
ら
の
汚
物
撤
去
な
ど

を
受
け
持
つ
企
業
の
入
札
を

行
い
は
じ
め
て
お
り
、
年
内

ま
で
に
契
約
も
終
わ
ら
せ
た

い
と
し
て
い
る
。

　

州
は
１
５
億
レ
ア
ル
を
か

け
て
、
２
０
２
２
年
を
目
標

に
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
川
の
汚
染

の
度
合
い
を
現
状
の
半
分
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現

状
の
同
川
の
酸
素
量
は
、
１

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
６
０
〜

７
５
ミ
リ
グ
ラ
ム
だ
が
、
こ

れ
を
３
０
ミ
リ
グ
ラ
ム
／

リ
ッ
ト
ル
に
し
た
い
と
し
て
い

る
。

外国為替市況
中銀サイトより

8月16日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.0026  R$
買　4.0008  R$

円相場
売　0.0376  R$
買　0.0376  R$

ボウソナロ大統領は板ばさみ
　

同
法
案
は
、「
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
に
よ
る
汚
職

捜
査
に
対
す
る
政
界
か
ら
の

反
撃
、
報
復
」
と
い
っ
た
要

素
を
多
分
に
含
ん
で
お
り
、

Ｐ
Ｔ
（
労
働
者
党
）
や
民
主

党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
な
ど
、
本
来

は
政
治
志
向
が
ま
る
で
違
う

南
米
共
同
市
場
離
脱
の
覚
悟
も

亜
国
の
キ
ル
チ
ネ
ル
派
を
牽
制

「
死
の
家
」で
の
女
性
強
姦
や
拷
問
で

職権乱用
防止法

アマゾン基金

ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
援
助
を
凍
結

（２）２０１９年 第５３０７号 ８月 １７日 （土曜日）

ゲデス経済相

１
５
億
レ
か
け
浄
化
作
業
へ

ド
リ
ア
知
事
の
公
約
の
目
玉

聖市ピニェイロス川



　

石せ
き

平へ
い

氏し

は
、
１
９
８
０
年ね

ん

に
北ぺ

京き
ん

大だ
い

学が
く

に
入

に
ゅ
う

学が
く

し
た
。
そ

こ
で
人じ

ん

生せ
い

最さ
い

大だ
い

の
シ
ョ
ッ
ク
に
打う

ち
の
め
さ
れ
た
。
物も

の

心ご
こ
ろつ
い

て
以い

来ら
い

、「
人じ

ん

民み
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を
願ね

が

う
慈じ

悲ひ

の
救

き
ゅ
う

世せ
い

主し
ゅ

で
あ
る
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

」
の
小

し
ょ
う

戦せ
ん

士し

と
し
て
育そ

だ

て
ら
れ
て
き
た
の
に
、
そ
の
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

が
ど
ん
な
悪あ

く

事じ

で
も
平へ

い

気き

で
や
り
通と

お

す
権け

ん

力り
ょ
く

亡も
う

者じ
ゃ

だ
、
と
非ひ

難な
ん

す
る
人ひ

と

が
大だ

い

学が
く

に
は
大お

お

勢ぜ
い

い
た
の
で
あ
る
。

　

石せ
き

少し
ょ
う

年ね
ん

の
学ま

な

ん
だ
四し

川せ
ん

省し
ょ
う

成せ
い

都と

市し

の
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

は
「
思し

想そ
う

教き
ょ
う

育い
く

の
重

じ
ゅ
う

点て
ん

模も

範は
ん

校こ
う

」
に
指し

定て
い

さ
れ
て
い
て
、「
毛も

う

沢た
く

東と
う

思し

想そ
う

の
徹て

っ

底て
い

し
た
教

き
ょ
う

育い
く

に
よ
っ
て
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

の
忠

ち
ゅ
う

実じ
つ

な
戦せ

ん

士し

を
作つ

く

る

こ
と
」
を
基き

本ほ
ん

方ほ
う

針し
ん

と
し
て
い
た
。

　

学が
っ

校こ
う

の
玄げ

ん

関か
ん

か
ら
入は

い

っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
石せ

き

像ぞ
う

が

聳そ
び

え
立た

ち
、
至い

た

る
所と

こ
ろに
毛も

う

沢た
く

東と
う

語ご

録ろ
く

を
書か

い
た
看か

ん

板ば
ん

が
立た

て

ら
れ
て
い
た
。
毎ま

い

朝あ
さ

一い
ち

時じ

限げ
ん

目め

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うで
は
、
ク
ラ
ス
の
全ぜ

ん

員い
ん

が
起き

立り
つ

し
て
い
て
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
顔か

お

写じ
ゃ

真し
ん

に
敬け

い

礼れ
い

し
た
後あ

と

、
さ
ら
に

３
人に

ん

の
生せ

い

徒と

を
立た

た
せ
て
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

思し

想そ
う

を
勉べ

ん

強き
ょ
うし
た
こ
と

に
よ
る
「
収

し
ゅ
う

穫か
く

」
を
述の

べ
さ
せ
る
の
が
日に

っ

課か

で
あ
っ
た
。

　

担た
ん

任に
ん

の
女じ

ょ

性せ
い

教き
ょ
う

師し

は
、
教

き
ょ
う

室し
つ

の
中な

か

で
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

や
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
「
温お

ん

情じ
ょ
うの
深ふ

か

さ
」
を
語か

た

る
時と

き

、
い
つ
も
喉の

ど

を
詰つ

ま
ら
せ
な
が

ら
泣な

き
出だ

し
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
毎ま

い

週し
ゅ
う

一い
ち

度ど

、
生せ

い

徒と

全ぜ
ん

員い
ん

が
「
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

へ
の
決け

っ

心し
ん

書し
ょ

」
を
書か

か
さ
れ
る
の
だ
が
、

石せ
き

少し
ょ
う

年ね
ん

は
文ぶ

ん

章し
ょ
うが
上

じ
ょ
う

手ず

だ
っ
た
の
で
、
時と

き

々ど
き

模も

範は
ん

文ぶ
ん

に
指し

定て
い

さ
れ
、
ク
ラ
ス
全ぜ

ん

員い
ん

の
前ま

え

で
朗ろ

う

読ど
く

さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
一ひ

と
つ
は

「
敬け

い

愛あ
い

な
る
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

は
私わ

た
し
た
ち
の
心こ

こ
ろの
中な

か

の
赤あ

か

い
太た

い

陽よ
う

」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
北ぺ

京き
ん

大だ
い

学が
く

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
敬け

い

愛あ
い

す
る
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

を
非ひ

難な
ん

す
る
人に

ん

間げ
ん

が
た
く
さ
ん
い
た
。
誤

あ
や
ま

っ
た
大だ

い

躍や
く

進し
ん

政せ
い

策さ
く

で
数す

う

千せ
ん

万ま
ん

の
人じ

ん

民み
ん

を
餓が

死し

さ
せ
、
自じ

分ぶ
ん

の
地ち

位い

が
危あ

や

う

く
な
る
と
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

と
い
う
争そ

う

乱ら
ん

状じ
ょ
う

態た
い

を
作つ

く

り
出だ

し
て
、

多お
お

く
の
罪つ

み

も
な
い
人ひ

と

び
と
を
死し

に
至い

た

ら
し
め
た
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

だ
っ

た
、
と
彼か

れ

ら
は
い
う
［
Ａ
，
Ｂ
］。

　

最さ
い

初し
ょ

は
勿も

ち

論ろ
ん

、
絶ぜ

っ

対た
い

に
信し

ん

じ
た
く
は
な
か
っ
た
。
私わ

た
し
は
小こ

柄が
ら

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

の
悪わ

る

口く
ち

を
言い

う
や
つ
」

に
対た

い

し
て
は
、
何な

ん

度ど

も
食く

っ
て
か
か
っ
て
、
殴な

ぐ

り
合あ

い
の
喧け

ん

嘩か

を
し
た
。
し
か
し
、
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
信し

ん

じ
ざ
る
を
得え

な
く
な
っ
た
。
示し

め

さ
れ
た
根こ

ん

拠き
ょ

は
、
あ
ま
り
に
も
説せ

っ

得と
く

力り
ょ
くの
あ
る
も
の
で
あ
り
、

被ひ

害が
い

者し
ゃ

と
そ
の
家か

族ぞ
く

た
ち
の
訴う

っ
た
え
は
、
あ
ま
り
に
も
切せ

つ

実じ
つ

で

あ
っ
た
。

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
覚か

く

醒せ
い

（
上じ

ょ
う

）

　
　
　
　

中ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
嘘う

そ

と
の
戦た

た
か

い

２００７年
ねん

３月
がつ

１１日
にち

版
ばん

　

大だ
い

学が
く

の
学が

く

生せ
い

寮り
ょ
うで
同お

な

じ
部へ

屋や

に
住す

む
Ｃ
君く

ん

は
、
お
祖じ

父い

さ

ん
が
無む

実じ
つ

の
罪つ

み

で
処し

ょ

刑け
い

さ
れ
た
の
も
、
お
父と

う

さ
ん
が
無む

実じ
つ

の
密み

っ

告こ
く

で
自じ

殺さ
つ

に
追お

い
込こ

ま
れ
た
の
も
、
お
母か

あ

さ
ん
が
そ
れ
で
気き

が

狂く
る

っ
て
精せ

い

神し
ん

病び
ょ
う

院い
ん

に
入は

い

っ
て
い
る
こ
と
も
、
Ｃ
君く

ん

自じ

身し
ん

は
帰か

え

る

家い
え

も
な
く
夏な

つ

休や
す

み
も
冬ふ

ゆ

休や
す

み
も
ず
っ
と
、
こ
の
学が

く

生せ
い

寮り
ょ
うで
暮く

ら

し
て
い
た
こ
と
も
、
紛ま

ぎ

れ
も
な
い
事じ

実じ
つ

で
あ
っ
た
。［
１
，
Ｐ

３
２
］

　

そ
う
言い

え
ば
、
と
石せ

き

氏し

は
思お

も

い
出だ

し
た
。
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
頃こ

ろ

、

近き
ん

所じ
ょ

に
乞こ

食じ
き

の
お
婆ば

あ

さ
ん
が
い
た
。
通と

お

り
か
か
る
生せ

い

徒と

た
ち
に

い
つ
も
笑え

顔が
お

で「
勉べ

ん

強き
ょ
うが
ん
ば
っ
て
ね
」と
声こ

え

を
か
け
て
く
れ
た
。

そ
の
お
婆ば

あ

さ
ん
が
、
ト
ラ
ッ
ク
で
市し

中ち
ゅ
うを
引ひ

き
回ま

わ

さ
れ
た
後あ

と

に
、

処し
ょ

刑け
い

場じ
ょ
うで
銃

じ
ゅ
う

殺さ
つ

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
罪つ

み

は
、
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

の
顔か

お

写じ
ゃ

真し
ん

が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て
い
る
新し

ん

聞ぶ
ん

紙し

を
使つ

か

っ
て
、
拾ひ

ろ

っ
た
大だ

い

根こ
ん

を

包つ
つ

ん
だ
事こ

と

だ
と
い
う
。
今い

ま

に
な
っ
て
思お

も

え
ば
、
こ
れ
こ
そ
毛も

う

沢た
く

東と
う

政せ
い

治じ

の
狂

き
ょ
う

気き

と
残ざ

ん

虐ぎ
ゃ
く

性せ
い

を
示し

め

す
一い

ち

例れ
い

だ
っ
た
の
だ
。

　

自じ

分ぶ
ん

が
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

か
ら
完か

ん

全ぜ
ん

に
騙だ

ま

さ
れ
て
育そ

だ

っ
て
き
た
、
と

知し

っ
た
の
は
、
１
９
歳さ

い

の
青せ

い

年ね
ん

に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
に
も
過か

酷こ
く

な
体た

い

験け
ん

で
あ
っ
た
。

　

石せ
き

氏し

は
や
り
場ば

の
な
い
怒い

か

り
に
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
肖

し
ょ
う

像ぞ
う

を
何な

ん

度ど

も
ず
た
ず
た
に
引ひ

き
裂さ

い
て
、
両

り
ょ
う

足あ
し

で
力

ち
か
ら

一い
っ

杯ぱ
い

踏ふ

み
つ
け
た
。

一ひ
と

人り

、
大だ

い

学が
く

構こ
う

内な
い

の
雑ぞ

う

木き

林ば
や
しの
中な

か

に
入は

い

っ
て
、
狂く

る

っ
た
よ
う
に

木き

を
蹴け

っ
た
り
、
揺ゆ

す
っ
た
り
し
た
。
天て

ん

に
向む

か
っ
て
「
馬ば

鹿か

や
ろ
う
！
」
と
大お

お

き
な
声こ

え

で
叫さ

け

ん
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
苦く

る

し
み
を
味あ

じ

わ
っ
た
の
は
、
石せ

き

氏し

だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
程て

い

度ど

の
差さ

こ
そ
あ
れ
、
周ま

わ

り
の
同ど

う

級き
ゅ
う

生せ
い

た
ち
も
、

皆み
な

こ
の
よ
う
な
受じ

ゅ

難な
ん

を
味あ

じ

わ
っ
て
い
た
。
学が

く

生せ
い

寮り
ょ
うの
狭せ

ま

い
部へ

屋や

で
、
安や

す

酒ざ
け

を
酌く

み
交か

わ
し
な
が
ら
、
一い

っ

緒し
ょ

に
涙な

み
だを
流な

が

し
た
。
そ

の
中な

か

か
ら
、
連れ

ん

帯た
い

感か
ん

が
生う

ま
れ
て
き
た
。

　

冷れ
い

静せ
い

に
な
っ
て
考か

ん
が
え
て
み
る
と
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

一ひ
と

人り

に
怒い

か

り
を
ぶ

つ
け
て
い
れ
ば
済す

む
問も

ん

題だ
い

で
は
な
い
。
確た

し

か
に
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
自じ

分ぶ
ん

一ひ
と

人り

の
権け

ん

力り
ょ
く

欲よ
く

の
た
め
に
、
国こ

っ

家か

と
人じ

ん

民み
ん

と
を
地じ

獄ご
く

に
陥

お
と
し
いれ

た
。
し
か
し
、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

が
な
す
術す

べ

も
な
く
、
一ひ

と

人り

の
人に

ん

間げ
ん

の
横お

う

暴ぼ
う

と
狂

き
ょ
う

気き

を
十

じ
ゅ
う

数す
う

年ね
ん

も
許ゆ

る

し
て
き
た
の
は
、
一い

っ

体た
い

な
ぜ
な
の
だ

ろ
う
か
。

　

結け
っ

局き
ょ
く、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
一い

っ

党と
う

独ど
く

裁さ
い

体た
い

制せ
い

そ
の
も
の
が
問も

ん

題だ
い

の
根こ

ん

源げ
ん

な
の
だ
。
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
よ
う
な
暴ぼ

う

君く
ん

が
二に

度ど

と
現あ

ら
われ
て
こ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
一い

っ

党と
う

独ど
く

裁さ
い

の
政せ

い

治じ

体た
い

制せ
い

を
打だ

破は

し
、
国こ

っ

家か

の
法ほ

う

制せ
い

を
整せ

い

備び

し
て
、
人じ

ん

民み
ん

に
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

権け
ん

利り

を
与あ

た

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
う
い
う
理り

念ね
ん

を
確か

く

立り
つ

し
、
信し

ん

ず
べ
き
道み

ち

を
定さ

だ

め
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
石せ

き

氏し

ら
の
世せ

代だ
い

は
、
心こ

こ
ろの
再さ

い

生せ
い

を
味あ

じ

わ
い
、
未み

来ら
い

へ

の
希き

望ぼ
う

を
得え

た
。
彼か

れ

ら
は
民み

ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

の
推す

い

進し
ん

に
、
青せ

い

春し
ゅ
んの

情じ
ょ
う

熱ね
つ

を
傾か

た
む
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

石せ
き

氏し

は
大だ

い

学が
く

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

後ご

、地じ

元も
と

四し

川せ
ん

省し
ょ
うの
大だ

い

学が
く

講こ
う

師し

と
な
り
、

学が
く

生せ
い

寮り
ょ
うに
入い

り
浸び

た

っ
て
は
、
自じ

由ゆ
う

と
民み

ん

主し
ゅ

化か

に
つ
い
て
、
学が

く

生せ
い

た
ち
と
語か

た

り
合あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
活か

つ

動ど
う

が
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

支し

部ぶ

か
ら
「
厳げ

ん

重じ
ゅ
う

注ち
ゅ
う

意い

」
を
受う

け
た
。
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

か
ら
も
、

「
僕ぼ

く

の
立た

ち

場ば

も
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
研け

ん

究き
ゅ
うに
専せ

ん

念ね
ん

し
て
欲ほ

し
い
」

と
言い

わ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
石せ

き

氏し

の
活か

つ

動ど
う

が
封ふ

う

じ
込こ

め
ら
て
い
る
う
ち
に
、
北ぺ

京き
ん

で
政せ

い

変へ
ん

が
起お

こ
っ
た
。
若わ

か

者も
の

た
ち
の
民み

ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

に
一い

っ

定て
い

の

理り

解か
い

を
示し

め

し
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

内な
い

の
開か

い

明め
い

派は

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

格か
く

で
あ
っ
た
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

が
党と

う

総そ
う

書し
ょ

記き

を
解か

い

任に
ん

さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

民み
ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

も
低て

い

調ち
ょ
う

期き

に
入は

い

っ
た
。

　

そ
ん
な
時と

き

に
、
一い

っ

通つ
う

の
手て

紙が
み

が
日に

本ほ
ん

か
ら
届と

ど

い
た
。
学が

く

生せ
い

時じ

代だ
い

に
民み

ん

主し
ゅ

化か

の
理り

想そ
う

を
語か

た

り
合あ

っ
た
親し

ん

友ゆ
う

が
、
政せ

い

府ふ

派は

遣け
ん

の

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
し
て
日に

本ほ
ん

に
渡わ

た

り
、石せ

き

氏し

に
も「
日に

本ほ
ん

に
来こ

な
い
か
」

と
誘さ

そ

っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

石せ
き

氏し

は
心こ

こ
ろ
を
動う

ご

か
し
た
。
民み

ん

主し
ゅ

化か

を
志

こ
こ
ろ
ざす
者も

の

と
し
て
、
実じ

っ

際さ
い

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

と
は
一い

っ

体た
い

ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
を
、

自じ

分ぶ
ん

の
目め

で
見み

て
み
た
か
っ
た
。
ま
た
、
ど
う
し
て
ア
ジ
ア
の

中な
か

で
日に

本ほ
ん

だ
け
が
近き

ん

代だ
い

化か

に
成せ

い

功こ
う

し
た
の
か
、
と
い
う
問も

ん

題だ
い

に

は
以い

前ぜ
ん

か
ら
興

き
ょ
う

味み

を
持も

っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
１
９
８
８
年ね

ん

、
石せ

き

氏し

は
日に

本ほ
ん

に
や
っ
て
き
た
。
１

年ね
ん

間か
ん

、
居い

酒ざ
か

屋や

で
皿さ

ら

洗あ
ら

い
の
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

に
通か

よ

い
、「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉べ

ん

強き
ょ
うし
た
。
そ
し
て
翌よ

く

年と
し

、
神こ

う

戸べ

大だ
い

学が
く

の
大だ

い

学が
く

院い
ん

に
入は

い

っ
た
。

　

大だ
い

学が
く

院い
ん

に
入は

い

っ
て
、
指し

導ど
う

教き
ょ
う

官か
ん

の
ゼ
ミ
が
始は

じ

ま
っ
た
４
月が

つ

１
５
日に

ち

、
胡こ

耀よ
う

邦ほ
う

前ぜ
ん

総そ
う

書し
ょ

記き

の
死し

去き
ょ

の
ニ
ュ
ー
ス
が
祖そ

国こ
く

か
ら

伝つ
た

わ
っ
た
。
そ
れ
を
機き

に
、
民み

ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

は
一い

っ

気き

に
蘇

よ
み
が
え
っ
た
。

北ぺ

京き
ん

の
仲な

か

間ま

た
ち
か
ら
、「
今こ

ん

度ど

こ
そ
、い
っ
せ
い
に
立た

ち
上あ

が
っ

て
長な

が

年ね
ん

の
夢ゆ

め

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
ぞ
」
と
い
う
檄げ

き

文ぶ
ん

が
寄よ

せ
ら
れ
た
。

　

石せ
き

氏し

も
京け

い

阪は
ん

神し
ん

地ち

方ほ
う

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
連れ

ん

帯た
い

組そ

織し
き

を
立た

ち
上あ

げ
て
、
日に

本ほ
ん

に
お
い
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

内な
い

の
民み

ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

に

呼こ

応お
う

す
る
活か

つ

動ど
う

を
開か

い

始し

し
た
。
や
が
て
、
あ
の
運う

ん

命め
い

の
６
月が

つ

４
日か

が
や
っ
て
き
た
。［
Ｃ
］

　

そ
し
て
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

時じ

代だ
い

で
す
ら
見み

た
こ
と
の
な
い
恐お

そ

ろ
し

い
光こ

う

景け
い

が
現げ

ん

実じ
つ

の
も
の
と
な
っ
た
。
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
、
中

ち
ゅ
う

華か

人じ
ん

民み
ん

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

政せ
い

府ふ

が
、
兵へ

い

隊た
い

と
戦せ

ん

車し
ゃ

を
出

し
ゅ
つ

動ど
う

さ
せ
て
自み

ず
か
ら
の
首し

ゅ

都と

を
「
占せ

ん

領り
ょ
う」
し
て
、
丸ま

る

腰ご
し

の
学が

く

生せ
い

や
市し

民み
ん

に
手て

当あ

た
り
次し

第だ
い

に
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

を
浴あ

び
せ
、
次つ

ぎ

か
ら
次つ

ぎ

へ
と
倒た

お

し
て
い
っ
た
。［
１
Ｐ

４
９
］

　

あ
の
日ひ

に
、
ト
ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

の
凶

き
ょ
う

弾だ
ん

に
倒た

お

れ
て
、
若わ

か

い
生せ

い

命め
い

と
青せ

い

春し
ゅ
んの
夢ゆ

め

を
無む

残ざ
ん

に
奪う

ば

わ
れ
た
の
は
、自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
同ど

う

志し

で
あ
り
、

自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
仲な

か

間ま

な
の
だ
。
後あ

と

で
知し

っ
た
こ
と
だ
が
、
自じ

分ぶ
ん

が

か
つ
て
一い

っ

緒し
ょ

に
飲の

ん
で
、
一い

っ

緒し
ょ

に
語か

た

り
合あ

っ
た
こ
と
の
あ
る
仲な

か

間ま

の
数す

う

名め
い

が
、
そ
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

の
リ
ス
ト
に
含ふ

く

ま
れ
て
い
た
。

　

彼か
れ

ら
は
か
つ
て
、
こ
の
私わ

た
しの
目め

の
前ま

え

に
座す

わ

っ
て
い
て
、
こ
の
私

わ
た
し

に
向む

か
っ
て
夢ゆ

め

と
理り

想そ
う

を
語か

た

り
、
こ
の
私わ

た
しに
、
青せ

い

春し
ゅ
んの
笑え

顔が
お

の

明あ
か

る
さ
と
、
男

お
と
こ

同ど
う

士し

の
握あ

く

手し
ゅ

の
力

ち
か
ら

強づ
よ

さ
を
感か

ん

じ
さ
せ
た
。
彼か

れ

ら
は
確た

し

か
に
生い

き
て
い
て
、
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い
た
。

　

そ
し
て
あ
の
日ひ

突と
つ

然ぜ
ん

、
彼か

れ

ら
は
殺こ

ろ

さ
れ
た
。［
１
，
Ｐ

４
７
］

　
こ
の
時と

き

に
な
っ
て
、
石せ

き

氏し

は
、
自じ

分ぶ
ん

が
も
う
一い

ち

度ど

騙だ
ま

さ
れ
て

い
た
事こ

と

を
知し

っ
た
。
７
、８
年ね

ん

前ま
え

に
毛も

う

沢た
く

東と
う

時じ

代だ
い

の
洗せ

ん

脳の
う

教
き
ょ
う

育い
く

か
ら
覚さ

め
た
時と

き

で
も
、
ト
ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

と
彼か

れ

の
率ひ

き

い
る
党と

う

内な
い

改か
い

革か
く

派は

に
よ
っ
て
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

も
生う

ま
れ
変か

わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
、

信し
ん

じ
て
疑う

た
がわ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
民み

ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

が
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
独ど

く

裁さ
い

体た
い

制せ
い

を
脅お

び
や
か
す

よ
う
な
事じ

態た
い

に
な
る
と
、
ト
ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

も
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

も
、
す
ぐ
さ

ま
そ
の
本ほ

ん

性し
ょ
うを
剥む

き
出だ

し
に
し
た
。
そ
こ
に
は
主し

ゅ

義ぎ

も
哲て

つ

学が
く

も
な
い
、
法ほ

う

律り
つ

も
道ど

う

理り

も
な
い
。
あ
る
の
は
た
だ
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
自み

ず
か
ら
の
独ど

く

占せ
ん

的て
き

権け
ん

力り
ょ
くを
何な

ん

と
し
て
も
守ま

も

り
た
い
、
と
い
う
赤せ

き

裸ら

ら々

な
党と

う

利り

党と
う

略り
ゃ
くと
、
そ
の
た
め
に
は
、
手し

ゅ

段だ
ん

を
選え

ら

ば
な
い

卑ひ

劣れ
つ

さ
と
残ざ

ん

酷こ
く

さ
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
き
て
、
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

は
完か

ん

全ぜ
ん

に
目め

が
覚さ

め
た
。
自じ

分ぶ
ん

の

心こ
こ
ろの
中な

か

で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

と
中

ち
ゅ
う

華か

人じ
ん

民み
ん

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

に
決け

つ

別べ
つ

を

告つ

げ
た
の
で
あ
る
。・
・
・

　
こ
の
中

ち
ゅ
う

華か

人じ
ん

民み
ん

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

に
も
、
も
は
や
用よ

う

が
な
い
。
何な

ん

の

愛あ
い

着ち
ゃ
くも
義ぎ

理り

も
な
い
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
党と

う

利り

党と
う

略り
ゃ
くの
た
め
の
道ど

う

具ぐ

と
成な

り
下さ

が
っ
た
こ
の
「
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

」
は
、
も
は
や
「
私わ

た
し
た
ち
の

国く
に

」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
の
「
北ぺ

京き
ん

政せ
い

府ふ

」
で
あ
っ
て
、

た
だ
の
「
あ
の
国く

に

」
と
な
っ
た
の
だ
。［
１
，
Ｐ
５
０
］

　

石せ
き

氏し

は
そ
の
後ご

、
６
年ね

ん

間か
ん

の
大だ

い

学が
く

院い
ん

生せ
い

活か
つ

を
終お

え
て
、
日に

本ほ
ん

の
民み

ん

間か
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

に
就

し
ゅ
う

職し
ょ
くし
た
。
そ
こ
で
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

内な
い

の
大だ

い

学が
く

や
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

と
学が

く

術じ
ゅ
つ

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
うを
進す

す

め
て
い
た
の
で
、
石せ

き

氏し

も

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

の
小し

ょ
う

戦せ
ん

士し

」
か
ら
「
民み

ん

主し
ゅ

派は

闘と
う

士し

」
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
し
て
「
反は

ん

日に
ち

」
打だ

破は

の
論ろ

ん

客き
ゃ
くへ

（３） ２０１９年第５３０７号 	 ８月	１７日	（土曜日）

頻ひ
ん

繁ぱ
ん

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
出

し
ゅ
っ

張ち
ょ
うす
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

久ひ
さ

し
ぶ
り
に
見み

た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

社し
ゃ

会か
い

で
衝

し
ょ
う

撃げ
き

を
受う

け
た
の
は
、
す

さ
ま
じ
い
反は

ん

日に
ち

感か
ん

情じ
ょ
うが
蔓ま

ん

延え
ん

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

食し
ょ
く

事じ

の
場ば

な
ど
で
も
、
か
な
ら
ず
「
原げ

ん

子し

爆ば
く

弾だ
ん

で
も
使つ

か

っ
て
、

日に

本ほ
ん

を
地ち

球き
ゅ
う

上じ
ょ
うか
ら
抹ま

っ

殺さ
つ

す
べ
き
だ
」「
い
や
恨う

ら

み
を
晴は

ら
す

に
は
一ひ

と

人り

ず
つ
殺こ

ろ

し
た
方ほ

う

が
い
い
。東と

う

京き
ょ
う

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

だ
」な
ど
と
、

日に

本ほ
ん

へ
の
罵ば

倒と
う

合か
っ

戦せ
ん

が
始は

じ

ま
る
。

　

石せ
き

氏し

は
何な

ん

で
こ
ん
な
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

が
反は

ん

日に
ち

に
な
っ
た
の
か
、
理り

解か
い

で
き
な
か
っ
た
。
自じ

分ぶ
ん

が
学が

く

生せ
い

だ
っ
た
８
０
年ね

ん

代だ
い

の
「
改か

い

革か
く

開か
い

放ほ
う

」
時じ

代だ
い

に
は
、
官か

ん

民み
ん

を
挙あ

げ
て
日に

本ほ
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
推す

い

進し
ん

す
る
こ
と
が
国こ

く

策さ
く

と
な
り
、「
日に

っ

中ち
ゅ
う

友ゆ
う

好こ
う

」「
日に

本ほ
ん

に
学ま

な

ぼ
う
」
が
合あ

い
言こ

と

葉ば

と
し
て
流は

行や

っ
て
い
た
。
高た

か

倉く
ら

健け
ん

や

山や
ま

口ぐ
ち

百も
も

恵え

な
ど
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

に
と
っ
て
の
「
国こ

く

民み
ん

的て
き

」
ア
イ
ド

ル
に
な
っ
て
い
た
。

　

９
０
年ね

ん

代だ
い

の
「
反は

ん

日に
ち

青せ
い

年ね
ん

た
ち
」
は
、
日に

本ほ
ん

を
憎に

く

む
の
は
、

過か

去こ

の
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
「
無む

道ど
う

」
や
「
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」
に
原げ

ん

因い
ん

が
あ
る
と

い
う
が
、
そ
れ
な
ら
、
戦せ

ん

争そ
う

の
記き

憶お
く

が
よ
り
鮮せ

ん

明め
い

な
８
０
年ね

ん

代だ
い

の
私わ

た
し
た
ち
の
方ほ

う

が
、
も
っ
と
日に

本ほ
ん

を
憎に

く

ん
で
い
る
は
ず
だ
。

し
か
し
、
事じ

実じ
つ

は
正せ

い

反は
ん

対た
い

で
、
私わ

た
し
た
ち
の
世せ

代だ
い

は
日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
て
好こ

う

感か
ん

と
親し

た

し
み
を
持も

っ
て
い
た
。
お
か
し
い
で
は
な
い
か
、

と
石せ

き

氏し

は
思お

も

っ
た
。

　

そ
の
ナ
ゾ
が
や
っ
と
解と

け
た
の
は
、
２
０
０
０
年ね

ん

８
月が

つ

に
夏な

つ

休や
す

み
を
利り

用よ
う

し
て
、
四し

川せ
ん

省し
ょ
うの
実じ

っ

家か

に
帰き

省せ
い

し
た
時と

き

で
あ
る
。

大だ
い

学が
く

１
年ね

ん

生せ
い

の
甥お

い

が
遊あ

そ

び
に
来き

て
い
た
の
で
、
小こ

遣づ
か

い
を
や
ろ

う
と
し
た
。
し
か
し
、
甥お

い

は
「
要い

ら
な
い
」
と
断

こ
と
わ
っ
た
。「
お

じ
さ
ん
の
お
金か

ね

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

か
ら
貰も

ら

っ
た
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うだ
ろ
う
。
そ
ん

な
金か

ね

、
僕ぼ

く

は
要い

ら
な
い
！
」
と
き
っ
ぱ
り
し
た
口く

調ち
ょ
うで
言い

っ
た
。

　

そ
し
て
「
今こ

ん

度ど

、
日に

本ほ
ん

が
攻せ

め
て
き
た
ら
、
僕ぼ

く

は
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん

へ
行い

っ
て
、
小

し
ょ
う

日に

本ほ
ん

を
徹て

っ

底て
い

的て
き

に
や
っ
つ
け
る
の
だ
」
と
気き

迫は
く

を
込こ

め
て
言い

っ
た
。
石せ

き

氏し

は
「
も
う
一ひ

と

人り

の
反は

ん

日に
ち

青せ
い

年ね
ん

の
誕た

ん

生じ
ょ
うか
」
と
心こ

こ
ろの
中な

か

で
呟つ

ぶ
やい
た
。

　
さ
ら
に
甥お

い

は
誇ほ

こ

ら
し
げ
に
、
大だ

い

学が
く

で
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

へ
の
入

に
ゅ
う

党と
う

申し
ん

請せ
い

書し
ょ

を
出だ

し
た
、
と
言い

っ
た
。
石せ

き

氏し

が
「
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
そ
ん
な
に

よ
い
の
か
」
と
聞き

く
と
、
甥お

い

は
少

し
ょ
う

々し
ょ
う、
興こ

う

奮ふ
ん

状じ
ょ
う

態た
い

に
な
っ
て
、

こ
う
答こ

た

え
た
。

　

当あ

た
り
前ま

え

じ
ゃ
な
い
か
。
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
指し

導ど
う

が
あ
る
か
ら
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
日に

本ほ
ん

の
侵し

ん

略り
ゃ
くを
防ふ

せ

げ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
昔む

か
し、
日に

本ほ
ん

侵し
ん

略り
ゃ
く

軍ぐ
ん

を
や
っつ
け
た
の
は
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

じ
ゃ
な
い
か
。
お
じ
さ
ん
は

歴れ
き

史し

を
忘わ

す

れ
た
の
か
。

　
「
そ
う
か
。
や
は
り
歴れ

き

史し

か
。
そ
れ
な
ら
聞き

く
。
今い

ま

か
ら

１
１
年ね

ん

前ま
え

、北ぺ

京き
ん

で
起お

き
た
『
６
・４
事じ

件け
ん

』（
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

）、

あ
れ
も
歴れ

き

史し

だ
け
ど
、
君き

み

は
ど
う
思お

も

う
の
か
」
と
、
石せ

き

氏し

は

反は
ん

撃げ
き

に
出で

た
が
、
甥お

い

は
冷れ

い

笑し
ょ
うし
な
が
ら
答こ

た

え
た
。

　

党と
う

と
政せ

い

府ふ

の
措そ

置ち

は
正た

だ

し
か
っ
た
と
思お

も

い
ま
す
。
お
じ
さ
ん

た
ち
の
や
っ
て
い
た
こ
と
は
、
外が

い

国こ
く

勢せ
い

力り
ょ
くの
陰い

ん

謀ぼ
う

じ
ゃ
な
い
か
。

鎮ち
ん

圧あ
つ

し
な
い
と
、
こ
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
外が

い

国こ
く

勢せ
い

力り
ょ
くの
支し

配は
い

下か

に
入は

い

っ
て

し
ま
う
じ
ゃ
な
い
か
。
鎮ち

ん

圧あ
つ

し
て
ど
こ
が
悪わ

る

い
の
か
。

　

丸ま
る

腰ご
し

の
学が

く

生せ
い

を
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

し
た
政せ

い

府ふ

を
正た

だ

し
い
、
と
言い

わ
れ
て
、

石せ
き

氏し

は
怒い

か

り
心し

ん

頭と
う

に
発は

っ

し
た
。
甥お

い

は
「
殺さ

つ

人じ
ん

と
言い

え
ば
、
何な

ん

千ぜ
ん

万ま
ん

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

を
殺こ

ろ

し
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

こ
そ
殺さ

つ

人じ
ん

者し
ゃ

じ
ゃ
な
い
か
」

と
言い

い
捨す

て
て
、
出で

て
行い

っ
た
。

　

甥お
い

が
帰か

え

っ
て
か
ら
、
石せ

き

氏し

は
自じ

分ぶ
ん

の
気き

持も

ち
が
収お

さ

ま
る
の
を

待ま

っ
て
、
甥お

い

の
言こ

と

葉ば

を
吟ぎ

ん

味み

し
て
い
っ
た
。
甥お

い

は
か
つ
て
の
民み

ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

を
「
外が

い

国こ
く

勢せ
い

力り
ょ
くの
陰い

ん

謀ぼ
う

」
と
信し

ん

じ
込こ

み
、
丸ま

る

腰ご
し

の

学が
く

生せ
い

た
ち
を
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

し
た
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

を
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
擁よ

う

護ご

し
た
。
そ

し
て
、「
日に

本ほ
ん

が
再ふ

た
た
び
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
侵し

ん

略り
ゃ
くし
て
く
る
」
と
い
う
荒こ

う

唐と
う

無む

稽け
い

な
作つ

く

り
話ば

な
し
を
完か

ん

全ぜ
ん

に
信し

ん

じ
て
、
そ
れ
を
防ふ

せ

ぐ
た
め
に

「
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
指し

導ど
う

」
に
従

し
た
が
っ
て
、
身み

を
挺て

い

し
て
「
戦た

た
か
う
」
つ
も

り
な
の
だ
。

　

す
べ
て
が
分わ

か
っ
た
。「
反は

ん

日に
ち

」
と
は
結け

っ

局き
ょ
く、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
党と

う

利り

党と
う

略り
ゃ
くか
ら
仕し

掛か

け
ら
れ
た
世せ

い

紀き

の
ペ
テ
ン
な
の
だ
。

８
０
年ね

ん

代だ
い

の
親し

ん

日に
ち

と
９
０
年ね

ん

代だ
い

の
反は

ん

日に
ち

と
の
間あ

い
だに
あ
る
の
が
、

１
．「
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

の
小し

ょ
う

戦せ
ん

士し

」

Ｄ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
４
６
１
）

中ち
ゅ
う

国ご
く

反は
ん

日に
ち

外が
い

交こ
う

の
迷め

い

走そ
う　

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
靖や

す

国く
に

反は
ん

日に
ち

外が
い

交こ
う

は
迷め

い

走そ
う

を
続つ

づ

け
つ
つ
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

に
そ
の
無む

理り　

無む

体た
い

ぶ
り
を
さ
ら
け
出だ

し
て

き
た
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
石せ

き

平へ
い

『
私わ

た
し
は
「
毛も

う

主し
ゅ

席せ
き

の
小

し
ょ
う

戦せ
ん

士し

」
だ
っ
た
』

★
★
★
★
、
飛あ

す

鳥か

新し
ん

社し
ゃ

、

Ｈ
１
８

５
．
運う

ん

命め
い

の
６
月が

つ

４
日か

７
．
８
０
年ね

ん

代だ
い

の
親し

ん

日に
ち

　
　

９
０
年ね

ん

代だ
い

の
反は

ん

日に
ち

２
．
や
り
場ば

の
な
い
怒い

か

り

３
．
中ち

ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
一い

っ

党と
う

独ど
く

裁さ
い

の

        

政せ
い

治じ

体た
い

制せ
い

そ
の
も
の
が

        

問も
ん

題だ
い

の
根こ

ん

源げ
ん

４
．
日に

本ほ
ん

へ

６
．「
も
う
一い

ち

度ど

騙だ
ま

さ
れ
て
い
た
」

８
．「
お
じ
さ
ん
は
歴れ

き

史し

を
忘わ

す

れ
た
の
か
」

９
．「
反は

ん

日に
ち

」
と
は
世せ

い

紀き

の
大だ

い

ペ
テ
ン

８
９
年ね

ん

の
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

事じ

件け
ん

で
あ
る
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
丸ま

る

腰ご
し

の
若わ

か

者も
の

た
ち
を
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

し
た
「
殺さ

つ

人じ
ん

政せ
い

府ふ

」
だ
と
非ひ

難な
ん

さ
れ
て
、
窮

き
ゅ
う

地ち

に
陥

お
ち
い

っ
た
。
そ
こ
か
ら
抜ぬ

け
出だ

す
た
め
に
、

日に

本ほ
ん

を
憎に

く

む
べ
き
「
悪あ

く

魔ま

」
に
仕し

立た

て
、
国こ

く

民み
ん

の
怨お

ん

念ね
ん

を
自じ

分ぶ
ん

た
ち
で
は
な
く
「
外が

い

敵て
き

」
に
向む

か
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
「
外が

い

敵て
き

」
が
も
う

一い
ち

度ど

「
侵し

ん

略り
ゃ
く」
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
ウ
ソ

偽い
つ
わり
の
危き

機き

感か
ん

を
煽あ

お

り
立た

て
る
こ
と
で
、「
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
指し

導ど
う

体た
い

制せ
い

」
に
新あ

ら

た
な
正せ

い

当と
う

化か

の
根こ

ん

拠き
ょ

を
、
与あ

た

え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

人ひ
と

を
馬ば

鹿か

に
す
る
に
も
ほ
ど
が
あ
る
。
子こ

供ど
も

時じ

代だ
い

の
私わ

た
した
ち
を
洗せ

ん

脳の
う

し
た
時と

き

と
同お

な

じ
手て

口ぐ
ち

を

使つ
か

っ
て
、
も
う
一い

ち

度ど

人ひ
と

を
騙だ

ま

そ
う
と
す
る
の
か
。

私わ
た
した
ち
の
世せ

代だ
い

だ
け
で
な
く
、
私わ

た
しの
甥お

い

の
世せ

代だ
い

ま
で
も
こ
の
よ
う
な
洗せ

ん

脳の
う

教き
ょ
う

育い
く

の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

に

す
る
気き

な
の
か
。
そ
う
は
い
か
な
い
、と
思お

も

っ
た
。

　

そ
し
て
何な

に

よ
り
も
許ゆ

る

せ
な
い
の
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

は
ま
さ
に
、
こ
の
反は

ん

日に
ち

教き
ょ
う

育い
く

と

い
う
名な

の
汚き

た
ない
マ
ジ
ッ
ク
を
用も

ち

い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
私わ

た
し
た
ち
の
世せ

代だ
い

の
起お

こ
し
た
、
民み

ん

主し
ゅ

化か

運う
ん

動ど
う

へ
の
記き

憶お
く

を
抹ま

っ

殺さ
つ

し
て
、
私わ

た
し
た
ち
の
仲な

か

間ま

に

対た
い

す
る
、
彼か

れ

ら
の
殺さ

つ

人じ
ん

的て
き

犯は
ん

罪ざ
い

を
覆お

お

い
隠か

く

し
た

こ
と
で
あ
る
。［
１
，
Ｐ
８
９
］

　

石せ
き

氏し

は
、
殺こ

ろ

さ
れ
た
同ど

う

志し

の
た
め
に
も
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
た
め
に
も
、「
反は

ん

日に
ち

」
と
い
う
世せ

い

紀き

の
大だ

い

ペ
テ
ン
を
打う

ち
破や

ぶ

ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
決け

っ

心し
ん

し
た
。
こ
こ
か
ら
『
日に

っ

中ち
ゅ
う

宿
し
ゅ
く

命め
い

』
な
ど
の
力り

き

作さ
く

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
生う

み
出だ

さ
れ
て
い

く
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
９
）
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
失う

し
な
わ
れ
た

２
０
年ね

ん

（
上じ

ょ
う
）

～
２
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

餓が

死し

へ
の
「
大だ

い

躍や
く

進し
ん

」

Ｂ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
１
０
）
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
失う

し
な
わ
れ
た

２
０
年ね

ん

（
下げ

）

～
憎ぞ

う

悪お

と
破は

壊か
い

の
「
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

」

Ｃ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
６
２
）
天て

ん

安あ
ん

門も
ん

の
地じ

獄ご
く

絵え

天て
ん

安あ
ん

門も
ん

広ひ
ろ

場ば

に
集あ

つ

ま
っ
て
自じ

由ゆ
う

と
民み

ん

主し
ゅ

化か

を
要よ

う

求き
ゅ
うす
る

１
０
０
万ま

ん

の
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うに
人じ

ん

民み
ん

解か
い

放ほ
う

軍ぐ
ん

が
襲お

そ

い
か
か
っ
た
。
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12
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12
12
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（５） ２０１９年第５３０７号 	 ８月	１７日	（土曜日）

Japão realiza cerimônia de 
homenagem aos 74 anos do fim 
da Segunda Guerra Mundial

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

74 anos do fim da Segunda Guerra Mundial (15/08/2019)

No dia 15 de agosto os ja-
poneses celebram o marco 
do fim da Segunda Guerra 
Mundial e rezam pela paz. 
Em Tóquio, milhares se 
reuniram para uma ceri-
mônia realizada pelo go-
verno para homenagear os 
que morreram na guerra.
Mais de 6 mil pessoas, in-
cluindo sobretudo familia-
res, participaram do evento 
anual na quinta-feira para 

homenagear cerca de 3 mi-
lhões e 100 mil japoneses 
que morreram na guerra.
O imperador Naruhito e 
a imperatriz Masako par-
ticiparam da cerimônia 
pela primeira vez desde a 
ascensão do imperador ao 
trono, em maio.
O primeiro-ministro Shin-
zo Abe falou: “A paz e a 
prosperidade que alcança-
mos hoje estão fundadas 

nos sacrifícios extremos de 
todos aqueles que morre-
ram na guerra. Isso é algo 
do qual nunca vamos nos 
esquecer.”
Ao meio dia, os participan-
tes observaram um minuto 
de silêncio.
O imperador disse: “Meus 
sentimentos estão com as 
muitas pessoas que perde-
ram suas preciosas vidas 
na última guerra e com 

suas famílias enlutadas.” 
E acrescentou que partici-
pa da cerimônia “com um 
profundo e renovado senti-
mento de tristeza”.
Os parentes dos mortos na 
guerra estão envelhecendo. 
Cerca de 80% dos familia-
res enlutados que partici-
param da cerimônia têm 
70 anos de idade ou mais, 
e este ano, somente cinco 
viúvas compareceram ao 
evento.

Coreia do Sul diz que Pyongyang 
disparou dois projéteis de curto alcance

Pyongyang (16/08/2019)

Militares sul-coreanos 
afirmam que a Coreia do 
Norte disparou dois projé-
teis de seu litoral, na parte 
leste do país, na manhã de 
sexta-feira.
O Estado-Maior das For-
ças Armadas da Coreia do 
Sul afirmou que dois pro-
jéteis foram lançados da 
província norte-coreana de 
Gangwon, em direção ao 
Mar do Japão.
As forças americanas e 

sul-coreanas estão coletan-
do informações e analisan-
do detalhes.
O governo japonês não 
confirmou a entrada de 
quaisquer mísseis em seu 
território ou na zona eco-
nômica exclusiva. Disse 
ainda que não há ameaça 
imediata à segurança na-
cional.
O primeiro-ministro do Ja-
pão, Shinzo Abe, disse a 
repórteres que o país irá se 

Tufão Krosa deve provocar 
fortes chuvas no norte do Japão

Astro do futebol Andrés Iniesta 
participa de vídeo promocional do 
esporte para deficientes visuais

Tufão  (16/08/2019)

Andrés Iniesta  (16/08/2019)

O tufão Krosa deve cau-
sar fortes chuvas no norte 
do Japão até o sábado. Au-
toridades estão alertando 
para o risco de deslizamen-
tos, ventos fortes, ondas 
gigantes e cheias nos rios 
na região.
A Agência de Meteoro-
logia do Japão informou 
que às 15 horas desta sex-
ta-feira, o tufão Krosa es-
tava a 340 quilômetros ao 
oeste-sudoeste da ilha de 
Okushiri, localizada no 
mar do Japão.
O tufão deve atingir a pro-
víncia de Hokkaido, no 
norte do Japão, no sábado.

O Comitê Organizador 
dos Jogos Paralímpicos de 
Tóquio 2020 divulgou um 
vídeo do astro do futebol 
Andrés Iniesta jogando fu-
tebol de cinco, modalidade 
para deficientes visuais.
O comitê pediu ao ex-
membro da seleção de fu-
tebol da Espanha, que atu-
almente joga para o Vissel 
Kobe na primeira divisão 
da liga nacional do Japão, 
para contribuir com a pro-
moção do esporte paralím-
pico. Foi necessário um 
ano para finalizar o proces-
so de planejamento e pro-
dução do vídeo, que tem 
duração de 2 minutos.
No futebol de cinco, que 
é praticado por deficien-

No período de 24 horas até 
o meio dia de sábado, até 
250 milímetros de chuva 
devem cair em Hokkaido, 
além de 150 milímetros na 
região de Tohoku.
Algumas áreas do oeste 
do Japão registraram 800 
milímetros de precipita-
ção. Autoridades emitiram 
avisos de risco de desliza-
mentos para a província de 
Nara.
Até as 15 horas desta sex-
ta-feira, o tufão Krosa ha-
via deixado pelo menos 2 
pessoas mortas e 49 feri-
das.

tes visuais, todos os joga-
dores, exceto os goleiros, 
usam vendas nos olhos e 
devem se guiar e marcar 
gols pelo som de guizos 
colocados no interior da 
bola. Eles também podem 
receber instruções de guias 
que permanecem fora do 
campo.
No vídeo promocional, 
Iniesta aparece usando 
uma venda nos olhos e pa-
rece estar impressionado 
com a habilidade no chu-
te e no domínio da bola 
dos jogadores da seleção 
nacional do Japão. A sua 
identidade é revelada ape-
nas quando ele retira a ven-
da dos olhos.

empenhar para garantir a 
segurança de seu povo, ao 
mesmo tempo em que tra-
balha com os Estados Uni-
dos e outras nações para 
manter vigilância.
Esta é a sexta vez, desde 25 
de julho, que Pyongyang 
lança projéteis que se acre-
ditam ser mísseis balísticos 
de curto alcance. O gover-
no norte-coreano vem cri-
ticando exercícios milita-
res conjuntos dos Estados 

Unidos e da Coreia do Sul, 
que devem continuar até o 
dia 20, terça-feira.
O presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, 
afirmou que não se opõe a 
testes de projéteis de cur-
to alcance realizados por 
Pyongyang. Segundo ana-
listas militares, a Coreia 
do Norte pode estar tiran-
do proveito da tolerância 
americana para aprimorar 
sua tecnologia de mísseis 
balísticos.

Temperaturas ultrapassam 40ºC nas 
províncias de Niigata, Yamagata e Ishikawa

Temperaturas  (15/08/2019)

O ar quente gerado por 
uma forte tempestade tropi-
cal fez com que uma onda 
de calor chegasse até áreas 
banhadas pelo Mar do Ja-
pão, com temperaturas espe-

cialmente altas na região de 
Hokuriku e no nordeste do 
país.
Em Tainai, cidade da pro-
víncia de Niigata, os termô-
metros marcaram 40,7 graus 

centígrados até as 15h de 
quinta-feira. Já a cidade de 
Sanjo registrou 40 graus.
Na província de Yamagata, 
a temperatura chegou a 40,4 
graus centígrados em Nezu-

gaseki, distrito da cidade de 
Tsuruoka. Já em Shika, na 
província de Ishikawa, os 
termômetros atingiram 40,1 
graus.

Oferenda é entregue por parlamentar ao 
Santuário Yasukuni em nome do premiê

Japão está próximo de fechar acordo 
comercial com os EUA

Príncipe Hisahito inicia sua primeira 
viagem ao exterior

Santuário Yasukuni (15/08/2019)

EUA (15/08/2019)

Príncipe Hisahito (16/08/2019)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, enviou 
oferenda ritual ao Santuá-
rio Yasukuni, situado em 
Tóquio, nesta quinta-feira, 
dia em que o país recorda o 
fim da 2ª Guerra Mundial.
A parlamentar do Partido 
Liberal Democrático To-
momi Inada fez a entrega 

A delegação japonesa em 
nível de trabalho de nego-
ciações comerciais com 
os Estados Unidos indi-
cou que um acordo poderá 
ser alcançado no próximo 
mês.
As discussões tiveram iní-
cio em Washington na ter-
ça-feira. Os negociadores 
estão debatendo regras de 
origem, que estabelecem 
condições dos locais de 

O príncipe Hisahito, do 
Japão, partiu para o Butão 
em sua primeira viagem ao 
exterior, acompanhado de 
seus pais, o príncipe her-
deiro e a princesa Akishi-
no.
Nesta sexta-feira, de ma-

da oferenda em dinheiro 
em nome de Abe, sob o tí-
tulo de presidente da agre-
miação política.
Ela disse ter sido solicita-
da pelo premiê a transmitir 
sentimentos renovados de 
gratidão e respeito aos que 
fizeram nobres sacrifícios 
em guerras passadas, com 

produção que determinam 
tarifas sobre produtos agrí-
colas e industriais.
Depois da reunião de quar-
ta-feira, uma autoridade 
de alto escalão do governo 
japonês disse a repórteres 
que os dois lados estão em 
sintonia. E acrescentou 
que a trilha para um acor-
do já está sendo traçada, 
em termos de questões-
chave para ambos.

nhã, no Aeroporto de 
Haneda, em Tóquio, o 
príncipe Hisahito, de doze 
anos de idade, curvou-se 
e sorriu quando os repór-
teres lhe desejaram uma 
viagem segura.
No Butão, a família reali-

a mensagem de que os ja-
poneses têm uma dívida 
para com eles pela paz e 
pela prosperidade atuais 
do país.
O Yasukuni homenageia 
mortos em guerras no 
Japão. Entre os reveren-
ciados no santuário estão 
personalidades que foram 

Os governos japonês e 
americano vêm acelerando 
as negociações para obter 
um acordo no próximo 
mês.
Toshimitsu Motegi, mi-
nistro japonês responsável 
pelas negociações com os 
Estados Unidos, e o repre-
sentante de comércio ame-
ricano Robert Lighthizer 
devem se encontrar para 
conversas conclusivas an-

zará uma visita de corte-
sia ao Rei Jigme Khesar 
Namgyel Wangchuck em 
Thimphu, capital do país.
Eles estão planejando, 
também, assistir a uma atu-
ação de manobra de arco e 
flecha, esporte nacional do 

condenadas por crimes de 
guerra após o último con-
flito mundial.
Shinzo Abe tem envia-
do anualmente, em 15 de 
agosto, oferendas em di-
nheiro próprio desde a úl-
tima vez em que visitou o 
santuário, em dezembro de 
2013.

tes da Cúpula do G7 na 
França, no final deste mês.
Os Estados Unidos que-
rem um mercado mais 
aberto para seus produtos 
agropecuários. O Japão 
está buscando tarifas mais 
baixas para suas exporta-
ções de automóveis.
Agora a atenção está vol-
tada para ver como os dois 
países vão se ajustar em 
relação a esses pontos pen-
dentes.

Butão, e visitar um pasto 
de gado para conhecer a 
cultura tradicional e ver a 
beleza natural do país.
A família deverá retor-
nar ao Japão no dia 25 de 
agosto.
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そ
の
中な

か

で
、
伯は

く

米べ
い

の
交こ

う

流り
ゅ
うは

盛さ
か

ん
だ
。「
今い

ま

は
世せ

界か
い

に
倫り

ん

理り

を
広ひ

ろ

め
る
の
に
大だ

い

事じ

な
時じ

期き

。

各か
く

会か
い

で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
合あ

う
こ
と
が

必ひ
つ

要よ
う

」
と
し
、
現げ

ん

在ざ
い

も
米べ

い

国こ
く

に
伯は

っ

国こ
く

か
ら
２
人に

ん

が
研け

ん

修し
ゅ
うに

行い

っ
て
い
る
の
だ
と
か
。
ち
な

み
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

の
須す

郷ご
う

清き
よ

孝た
か

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
れ

ば
、
今こ

年と
し

の
１
０
月が

つ

に
は
カ

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

と
大お

お

阪さ
か

市し

が
１
９
６
９
年ね

ん

に
姉し

妹ま
い

都と

市し

提て
い

携け
い

を
し
て
、
今こ

年と
し

で
５
０

年ね
ん

目め

を
迎む

か

え
た
。
そ
れ
を
記き

念ね
ん

し
て
１
９
日に

ち

～
２
２
日に

ち

ま
で
４
日か

間か
ん

、
中な

か

尾お

寛ひ
ろ

志し

大お
お

阪さ
か

市し

副ふ
く

市し

長ち
ょ
うを
団だ

ん

長ち
ょ
うと
し
た
１
８
人に

ん

が
使し

節せ
つ

団だ
ん

と
し
て
来ら

い

伯は
く

し
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
大お

お

阪さ
か

姉し

妹ま
い

都と

市し

委い

員い
ん

会か
い

（
高た

か

木ぎ

ラ
ウ
ル
委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
が
主し

ゅ

催さ
い

し
て
聖せ

い

市し

議ぎ

会か
い

で
開か

い

催さ
い

さ
れ

る
姉し

妹ま
い

都と

市し

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
。
各か

く

日に
っ

系け
い

施し

設せ
つ

の
視し

察さ
つ

等な
ど

も
行お

こ
ない
、
２
２

日に
ち

に
は
ジ
ャ
パ
ン・ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｈ
）
で
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
都と

市し

大お
お

阪さ
か

の
魅み

力り
ょ
くに
つ
い
て
」

と
題だ

い

し
た
講こ

う

演え
ん

会か
い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

ン
ピ
ー
ナ
ス
市し

に
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

を
設せ

つ

立り
つ

す
る
予よ

定て
い

。
そ
の

際さ
い

に
も
米べ

い

国こ
く

か
ら
数す

う

人に
ん

が
来ら

い

伯は
く

す
る
そ
う
。
同お

な

じ
ア
メ
リ

カ
大た

い

陸り
く

な
だ
け
に
、
こ
れ
か

ら
も
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

な
交こ

う

流り
ゅ
うを
続つ

づ

け

て
ほ
し
い
も
の
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖せ
い

市し

で
は
「Stu

d
io

s

」

と
呼よ

ば
れ
る
約や

く

４
０
平へ

い

米べ
い

以い

大お
お

阪さ
か

姉し

妹ま
い

都と

市し

委い

員い
ん

会か
い

と
懇こ

ん

親し
ん

会か
い

を
行お

こ
な
う
。

　

２
１
日に

ち

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

、
ブ
ラ

ジ
ル
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

な
ど
の

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

や
、
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

。
昼ひ

る

に
は
大お

お

阪さ
か

な
に

わ
会か

い

と
懇こ

ん

親し
ん

会か
い

を
行お

こ
ない
、
夜よ

る

に
は
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

公こ
う

邸て
い

を
訪ほ

う

問も
ん

す
る
。

　

２
２
日に

ち

に
は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
Ｊ
Ｈ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開か

い

催さ
い

。
太た

い

鼓こ

の
演え

ん

奏そ
う

で
幕ま

く

を
開あ

け
、
今こ

年と
し

６
月が

つ

に
Ｇ
２
０
の

サ
ミ
ッ
ト
も
行お

こ
な
わ
れ
、
ア
ジ

ア
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展て

ん

開か
い

に
お
い

て
需じ

ゅ

要よ
う

が
高た

か

ま
る
都と

市し

、
大お

お

阪さ
か

に
つ
い
て
講こ

う

演え
ん

す
る
。
一い

っ

般ぱ
ん

公こ
う

開か
い

。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。
一い

っ

行こ
う

は

２
２
日に

ち

に
帰き

国こ
く

す
る
。

　

大お
お

阪さ
か

市し

と
聖せ

い

市し

は
６
９
年ね

ん

１
０
月が

つ

２
７
日に

ち

に
姉し

妹ま
い

都と

市し

提て
い

携け
い

を
し
た
。
翌よ

く

年と
し

に
同ど

う

姉し

妹ま
い

都と

市し

協き
ょ
う

会か
い

を
設せ

つ

立り
つ

。
以い

来ら
い

半は
ん

世せ
い

紀き

に
わ
た
り
、
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

派は

遣け
ん

・
受う

け
入い

れ
、
サ
ッ
カ

ー
な
ど
の
分ぶ

ん

野や

で
活か

っ

発ぱ
つ

に
交こ

う

流り
ゅ
うを
行

お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

０
９
年ね

ん

の
姉し

妹ま
い

都と

市し

提て
い

携け
い

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
は
、
関か

ん

係け
い

深し
ん

化か

の
た
め
に
都と

市し

整せ
い

備び

・
交こ

う

通つ
う

な
ど
の
各か

く

分ぶ
ん

野や

で
相そ

う

互ご

協
き
ょ
う

　

ブ
ラ
ジ
ル
宮み

や

崎ざ
き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
竹た

け

下し
た

達た
つ

也や

会か
い

長ち
ょ
う）
は
創そ

う

立り
つ

７
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
２
５

日に
ち

（
日に

ち

）
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

か

ら
、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

に
あ
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
電で

ん

力り
ょ
く

組く
み

合あ
い

会か
い

館か
ん

（R
ua T

h
om

ez 
G

on
zaga, 5

0

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
当と

う

日じ
つ

は
母ぼ

県け
ん

か
ら
の

公こ
う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

１
９
人に

ん

、
民み

ん

間か
ん

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

１
３
人に

ん

ら
も
参さ

ん

加か

す
る
。

　

公こ
う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

に
は
、
河こ

う

野の

俊し
ゅ
ん

嗣じ

県け
ん

知ち

事じ

に
加く

わ

え
て
、
井い

手で

義よ
し

哉や

商し
ょ
う

工こ
う

観か
ん

光こ
う

労ろ
う

働ど
う

部ぶ

長ち
ょ
う、
坊ぼ

う

薗ぞ
の

正ま
さ

恒つ
ね

農の
う

政せ
い

水す
い

産さ
ん

部ぶ

長ち
ょ
う、
山や

ま

下し
た

博ひ
ろ

三み

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う、
徳と

く

永な
が

哲て
つ

也や

宮み
や

崎ざ
き

ブ
ラ
ジ

ル
親し

ん

善ぜ
ん

協き
ょ
う

会か
い

理り

事じ

、
田た

の

上う
え

明あ
き

彦ひ
こ

宮み
や

崎ざ
き

市し

副ふ
く

市し

長ち
ょ
う、
伊い

丹た
み

利と
し

明あ
き

宮み
や

崎ざ
き

大だ
い

学が
く

学が
く

長ち
ょ
う

顧こ

問も
ん

、

高た
か

橋は
し

登の
ぼ
る（
株か

ぶ

）
本ほ

ん

多だ

ロ
ッ
ク

代だ
い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

社し
ゃ

長ち
ょ
うら
も
名な

を
連つ

ら

ね
て
い
る
。

力り
ょ
くを
促そ

く

進し
ん

す
る
と
共と

も

に
文ぶ

ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
うな
ど
も
行お

こ
な
う
共

き
ょ
う

同ど
う

宣せ
ん

言げ
ん

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

そ
の
他ほ

か

、
民み

ん

間か
ん

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

と
し
て
は
「
南な

ん

米べ
い

を
語か

た

る
会か

い

」

か
ら
野の

崎ざ
き

里さ
と

見み

さ
ん
ら
４
人に

ん

、

「
南

み
な
み

十じ
ゅ
う

字じ

星せ
い

の
会か

い

」
か
ら
田た

口ぐ
ち

正ま
さ

幸ゆ
き

さ
ん
ら
２
人に

ん

、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

が
東と

う

京き
ょ
う

都と

か
ら
６
人に

ん

が
駆か

け
つ
け
る
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

か
ら

母ぼ

県け
ん

側が
わ

の
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

に
感か

ん

謝し
ゃ

状
じ
ょ
う

の
贈ぞ

う

呈て
い

、
知ち

事じ

か
ら
県け

ん

人じ
ん

会か
い

発は
っ

展て
ん

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

・
県け

ん

事じ

業ぎ
ょ
う

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

・
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

者し
ゃ
へ
の

ショーロを歌
うた

い上
あ

げる片
かた

山
やま

さん

　

群ぐ
ん

馬ま

県け
ん

南な
ん

部ぶ

の
佐さ

波わ

郡ぐ
ん

玉た
ま

村む
ら

町ま
ち

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
シ
ョ
ー
ロ
歌か

手し
ゅ

・

片か
た

山や
ま

叔よ
し

美み

さ
ん
が
７
月が

つ

２
９

日に
ち

来ら
い

伯は
く

、
片か

た

山や
ま

さ
ん
の
伯は

っ

国こ
く

で
の
活か

つ

動ど
う

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、

元も
と

在ざ
い

聖せ
い

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

・

広こ
う

報ほ
う

文ぶ
ん

化か

担た
ん

当と
う

職し
ょ
く

員い
ん

の
坂さ

か

尾お

英ひ
で

矩の
り

さ
ん
と
と
も
に
、
６
日か

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。

　

片か
た

山や
ま

さ
ん
は
２
７
日に

ち

ま
で

滞た
い

在ざ
い

し
、
伯は

っ

国こ
く

各か
く

地ち

で
歌か

唱
し
ょ
う

を
披ひ

露ろ
う

す
る
予よ

定て
い

。
７
月が

つ

３
０
日に

ち

に
は
、
テ
レ
ビ
・
ク

ル
ツ
ー
ラ
局き

ょ
く
の
看か

ん

板ば
ん

番ば
ん

組ぐ
み

の

一ひ
とつ
「
Ｓ
ｒ
．
Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｉ

ｌ
」
の
公こ

う

開か
い

収し
ゅ
う

録ろ
く

に
も
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
た
。
こ
の
番ば

ん

組ぐ
み

は
Ｓ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
協き

ょ
う

力り
ょ
くで
制せ

い

作さ
く

さ
れ
、
伝で

ん

統と
う

音お
ん

楽が
く

の
大お

お

御ご

所し
ょ

、
ロ
ラ
ン
ド
・

ボ
ル
ド
リ
ン
氏し

が
司し

会か
い

を
し
、

普ふ

通つ
う

の
テ
レ
ビ
番ば

ん

組ぐ
み

に
は
呼よ

ば
れ
な
い
よ
う
な
、
当と

う

地ち

の

大た
い

衆し
ゅ
う

文ぶ
ん

化か

や
伝で

ん

統と
う

音お
ん

楽が
く

を

代だ
い

表ひ
ょ
うす
る
音お

ん

楽が
く

家か

が
招

し
ょ
う

待た
い

さ

れ
る
こ
と
で
有ゆ

う

名め
い

だ
。

　

片か
た

山や
ま

さ
ん
は
「
ボ
ル
ド
リ

ン
さ
ん
に
ア
ブ
ラ
ッ
ソ
し
て
も

ら
い
、
優や

さ

し
く
背せ

中な
か

を
叩た

た

か

れ
、『
と
て
も
上

じ
ょ
う

手ず

だ
』
と
言い

わ
れ
、
天て

ん

に
も
登の

ぼ

る
気き

持も

ち

で
し
た
」
と
思お

も

い
出だ

す
。
坂さ

か

尾お

さ
ん
に
よ
れ
ば
「
観か

ん

覧ら
ん

客
き
ゃ
く

は
総そ

う

立だ

ち
で
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

を

送お
く

っ
た
」
そ
う
。
放ほ

う

送そ
う

日び

は

未み

定て
い

。

　

も
と
も
と
伯は

っ

国こ
く

音お
ん

楽が
く

が
好す

き
だ
っ
た
片か

た

山や
ま

さ
ん
は
、
偶ぐ

う

然ぜ
ん

日に

本ほ
ん

で
手て

に
入い

れ
た
「
シ

ョ
ー
ロ
の
女じ

ょ

王お
う

」
プ
ロ
歌か

手し
ゅ

ア

デ
ミ
ウ
デ
・
フ
ォ
ン
セ
ー
カ
の

Ｃ
Ｄ
を
聞き

き
、
特と

く

徴ち
ょ
うの
早は

や

口く
ち

な
ボ
ー
カ
ル
の
魅み

力り
ょ
くに
ひ
か

れ
た
と
い
う
。
当と

う

初し
ょ

は
日に

本ほ
ん

で
楽が

っ

曲き
ょ
くを
聴き

き
、
真ま

似ね

し
て

歌う
た

っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
が
、

下か

の
小こ

型が
た

新し
ん

築ち
く

マ
ン
シ
ョ
ン
が

流は

行や

っ
て
お
り
、
次つ

ぎ
つ
ぎ々

に
売う

り
に
出だ

さ
れ
て
い
る
。「
１
寝し

ん

室し
つ

、
居い

間ま

、
ト
イ
レ
、
台だ

い

所ど
こ
ろ」

と
狭せ

ま

い
な
が
ら
も
一ひ

と

通と
お

り
揃そ

ろ

っ

て
い
る
タ
イ
プ
だ
。
問も

ん

題だ
い

は
、

そ
の
サ
イ
ズ
に
見み

合あ

っ
た
家か

電で
ん

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
な
い
こ
と
。

特と
く

に
洗せ

ん

濯た
く

機き

や
冷れ

い

蔵ぞ
う

庫こ

、
電で

ん

子し

レ
ン
ジ
、
掃そ

う

除じ

機き

な
ど
の

家か

電で
ん

が
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
サ
イ
ズ
で

は
キ
ツ
キ
ツ
ど
こ
ろ
か
収お

さ

ま

ら
な
い
こ
と
も
。
本ほ

ん

来ら
い

な
ら

日に

本ほ
ん

の
家か

電で
ん

メ
ー
カ
ー
な
ら

お
家い

え

芸げ
い

の
分ぶ

ん

野や

で
は
。
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
あ
た
り
が
、
小こ

型が
た

で

高こ
う

性せ
い

能の
う

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

「
コ
ン
パ
ク
ト
家か

電で
ん

」
を
売う

り
出だ

し
た
ら
ヒ
ッ
ト
す
る
か

も
！
？

来
らい

社
しゃ

した須
す

郷
ごう

会
かい

長
ちょう

と本
ほん

庄
じょう

さん

　

式し
き

典て
ん

後ご

は
、
イ
ビ
ラ
プ
エ

ラ
公こ

う

園え
ん

に
移い

動ど
う

し
、
日に

本ほ
ん

館か
ん

の
前ま

え

に
大お

お

阪さ
か

市し

の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
桜さ

く
ら
を
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

す
る
。
桜さ

く
ら
は

３
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
時と

き

に
も
同ど

う

地ち

に

植し
ょ
く

樹じ
ゅ

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同ど
う

地ち

の
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

も
参さ

ん

拝ぱ
い

す
る
。

　

午ご

後ご

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
コ
ミ
ッ
ク
作さ

っ

家か

マ
ウ
リ

シ
オ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
氏し

の
下も

と

を
訪ほ

う

問も
ん

。
夜よ

る

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
・

中な
か

尾お

副ふ
く

市し

長ち
ょ
う

ら
使し

節せ
つ

団だ
ん

18
人に

ん

来ら
い

伯は
く

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

２
０
日か

に
記き

念ね
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う、
県け

ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・

農の
う

業ぎ
ょ
う

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

の
謝し

ゃ

辞じ

、
記き

念ね
ん

品ひ
ん

贈ぞ
う

呈て
い

な
ど
が
行お

こ
なわ
れ
る
。

続つ
づ

い
て
午ご

ご後
１
時じ

か
ら
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

、
カ
ラ
オ
ケ
、
剣け

ん

道ど
う

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
サ

ン
バ
シ
ョ
ー
な
ど
が
行お

こ
な
わ
れ
る

予よ

定て
い

。

　

翌よ
く

２
６
日に

ち

（
月げ

つ

）
午ご

ご後
７

時じ

か
ら
は
、
宮み

や

崎ざ
き

県け
ん

主し
ゅ

催さ
い

の

河こ
う

野の

県け
ん

知ち

事じ

に
よ
る
県け

ん

紹し
ょ
う

介か
い

Ｔ
Ｖ
「
Ｓ
ｒ
．
Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｉ
ｌ
」
出し

ゅ
つ

演え
ん

日に

本ほ
ん

人じ
ん

シ
ョ
ー
ロ
歌か

手し
ゅ

が
来ら

い

伯は
く

米べ
い

国こ
く

か
ら
講こ

う

師し

・
本ほ

ん

庄じ
ょ
う
さ
ん
、
17
日に

ち

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

イ
ベ
ン
ト
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

食し
ょ
く

品ひ
ん

流り
ゅ
う

通つ
う

企き

業ぎ
ょ
う、
ブ
ラ
ジ

ル
の
新し

ん

聞ぶ
ん

・
テ
レ
ビ
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

を
招ま

ね

い
て
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス

に
お
い
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
当と

う

日じ
つ

は
県け

ん

が
誇ほ

こ

る
チ
キ
ン
南な

ん

蛮ば
ん

な
ど
の
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

や
焼

し
ょ
う

酎ち
ゅ
う、

宮み
や

崎ざ
き

牛ぎ
ゅ
うが
振ふ

る
舞ま

わ
れ
る
予よ

定て
い

。
宮み

や

崎ざ
き

県け
ん

は
１
年ね

ん

を
通と

お

し

て
温お

ん

暖だ
ん

な
気き

候こ
う

に
恵め

ぐ

ま
れ
た

「
食し

ょ
く
の
宝ほ

う

庫こ

」
と
し
て
知し

ら

れ
る
。

　

宮み
や

崎ざ
き

県け
ん

か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

総そ
う

数す
う

は
３
９
７
８

人に
ん

で
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

は
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
１
９
４
９
年ね

ん

９
月が

つ

１
０
日か

、

「
宮み

や

崎ざ
き

弁べ
ん

で
語か

た

ろ
う
や
」
と

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

が
集あ

つ

ま
っ
て
創そ

う

立り
つ

さ

れ
た
。
ト
メ
ア
ス
ー
、
バ
ス

ト
ス
、
ア
サ
イ
な
ど
１
２
カ

所し
ょ

に
支し

部ぶ

が
あ
る
。
現げ

ん

在ざ
い

の

会か
い

員い
ん

は
４
０
０
人に

ん

だ
が
、
県け

ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

子し

孫そ
ん

と
そ
の
家か

族ぞ
く

は

１
万ま

ん

人に
ん

と
い
わ
れ
、
ブ
ラ
ジ

ル
各か

く

界か
い

で
活か

つ

躍や
く

し
て
い
る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

（
須す

郷ご
う

清き
よ

孝た
か

会か
い

長ち
ょ
う）
が
１
７

日に
ち

（
土ど

）
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

か
ら

聖せ
い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
ニ
ッ

（７） ２０１９年第５３０７号 	 ８月	１７日	（土曜日）

河こ
う

野の

県け
ん

知ち

事じ

ら
３
２
人に

ん

が
慶け

い

祝し
ゅ
く

来ら
い

伯は
く

創そ
う

立り
つ

７
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

を
２
５
日に

ち

に

宮
みや

崎
ざき

県
けん

人
じん

会
かい

団だ
ん

長ち
ょ
う

の
中な

か

尾お

寛ひ
ろ

志し

大お
お

阪さ
か

市し

副ふ
く

市し

長ち
ょ
う

５年
ねん

前
まえ

の６５周
しゅう

年
ねん

式
しき

典
てん

で、稲
いな

用
もち

副
ふく

知
ち

事
じ

（左
ひだり

）から宮
みや

崎
ざき

の工
こう

芸
げい

品
ひん

「ひ
えつき人

にん

形
ぎょう

」を受
う

け取
と

る高
たか

橋
はし

久
ひさ

子
こ

会
かい

長
ちょう

（当
とう

時
じ

）

大お
お

阪さ
か

・
聖せ

い

姉し

妹ま
い

都と

市し

提て
い

携け
い

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

し
ゅ
う

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

の
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

修お
さ
む

幹か
ん

事じ

長ち
ょ
うと

に
よ
れ
ば
現げ

ん

在ざ
い

、
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

は
台た

い

湾わ
ん

、
伯は

っ

国こ
く

、
米べ

い

国こ
く

の

３
カ
所し

ょ

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
て
い
る
。

ケ
イ
パ
ラ
セ
ホ
テ
ル
（R

u
a 

G
alvão B

ueno, 4
2

5

）

の
１
階か

い

で
開か

い

催さ
い

す
る
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
講こ

う

師し

、
米べ

い

国こ
く

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

し
ゅ
う

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

の
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

修お
さ
む

幹か
ん

事じ

長
ち
ょ
う

が
、
須す

郷ご
う

会か
い

長ち
ょ
うと
共と

も

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。
今こ

年と
し

に
入は

い

り
、
米べ

い

国こ
く

か
ら
来ら

い

伯は
く

し
た
３
人に

ん

目め

の
講こ

う

師し

だ
。

　

本ほ
ん

庄じ
ょ
うさ
ん
は
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ナ
ー
。
長な

が

年ね
ん

、
タ
イ
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
て
造ぞ

う

花か

の
デ
ザ
イ
ン
や

制せ
い

作さ
く

に
携た

ず
さ
わ
り
、
今い

ま

は
一い

っ

線せ
ん

か
ら
退し

り
ぞい
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年ね

ん

に
、
知ち

人じ
ん

か

ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州し

ゅ
うの
同ど

う

会か
い

員い
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
も
ら
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
同ど

う

州し
ゅ
う

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

の
創そ

う

設せ
つ

メ
ン
バ
ー

に
加く

わ

わ
っ
た
。
同ど

う

会か
い

の
魅み

力り
ょ
くを

「
仲な

か

間ま

が
素す

晴ば

ら
し
い
。
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
で
勉べ

ん

強き
ょ
う

意い

欲よ
く

が
あ

り
、
人ひ

と

が
良よ

い
」
と
語か

た

る
。

　
テ
ー
マ
は
「
得う

る
は
捨す

つ
る

に
あ
り
」。
本ほ

ん

庄じ
ょ
うさ
ん
は
「
内な

い

容よ
う

は
自じ

分ぶ
ん

の
経け

い

験け
ん

を
も
と
に
、

倫り
ん

理り

が
何な

に

に
役や

く

立だ

っ
て
い
る
の

か
を
話は

な

す
」
と
い
う
。
法ほ

う

人じ
ん

会か
い

で
は
あ
る
が
「
仕し

事ご
と

は
家か

庭て
い

が
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
と

う
ま
く
い
か
な
い
」
と
い
う

理り

由ゆ
う

か
ら
一い

っ

般ぱ
ん

の
人ひ

と

も
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

共き
ょ
う

感か
ん

で
き
る
内な

い

容よ
う

と
な
っ
て

い
る
。

　

参さ
ん

加か

無む

料り
ょ
う。
同ど

う

セ
ミ
ナ
ー

に
関か

ん

す
る
問と

い
合あ

わ
せ
は
須す

郷ご
う

会か
い

長ち
ょ
う（
電で

ん

話わ

＝
１
９
・
９ 

９
６
３
５
・
８
１
３
５
）
ま

で
。

実じ
っ

際さ
い

に
会あ

い
た
い
と
い
う
気き

持も

ち
が
嵩こ

う

じ
た
。

　

フ
ォ
ン
セ
ー
カ
の
自じ

宅た
く

電で
ん

話わ

番ば
ん

号ご
う

を
東と

う

京き
ょ
うに
住す

む
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

の
知ち

人じ
ん

か
ら
た
ま
た

ま
教お

し

え
て
も
ら
い
、
片か

た

山や
ま

さ

ん
は
い
き
な
り
本ほ

ん

人に
ん

に
電で

ん

話わ

し
、「
教お

し

え
て
ほ
し
い
」
と
依い

頼ら
い

。
　
「
そ
の
時と

き

の
私わ

た
し
は
ポ
語ご

が
つ

た
な
か
っ
た
の
で
、
一い

ち

か
八ば

ち

か

と
思お

も
っ
て
、
電で

ん

話わ

口ぐ
ち

で
シ
ョ
ー

ロ
を
一い

っ

曲き
ょ
く

歌う
た
っ
た
ら
一い

っ

発ぱ
つ

で
Ｏ

Ｋ
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
の

こ
と
。
す
ぐ
さ
ま
会か

い

社し
ゃ

を
辞や

め
て
渡と

伯は
く

し
、「
シ
ョ
ー
ロ
の

女じ
ょ

王お
う

」
の
リ
オ
自じ

宅た
く

に
約や

く

３
ヵ
月げ

つ

間か
ん

通か
よ

っ
て
真し

ん

髄ず
い

を
学ま

な

ん

だ
と
の
驚お

ど
ろ
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披ひ

露ろ
う

し
た
。

　

片か
た

山や
ま

さ
ん
は
２
０
０
９
年ね

ん

に
シ
ョ
ー
ロ
の
Ｃ
Ｄ
を
日に

本ほ
ん

で

発は
つ

売ば
い

、
ヤ
マ
ダ
電で

ん

機き

で
購こ

う

入
に
ゅ
う

で
き
る
。
一い

ち

部ぶ

の
楽が

っ

曲き
ょ
くは
動ど

う

画が

共き
ょ
う

有ゆ
う

サ
ー
ビ
ス
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
開か

い

設せ
つ

さ
れ
て
い

る
チ
ャ
ン
ネ
ル
（h

ttp
s://

t.co/ykK
n

W
8

gQ
rP

）

で
も
聴き

く
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
玉た

ま

村む
ら

ふ
る
さ
と
大た

い

使し

」
と

し
て
活か

つ

躍や
く

し
、「
ブ
ラ
ジ
ル
・

タ
ウ
ン
」
大お

お

泉い
ず
み

町ま
ち

な
ど
県け

ん

東と
う

部ぶ

で
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

ら
と
も
親し

ん

交こ
う

を
深ふ

か

め
て
い
る
。

ロ
姉し

妹ま
い

都と

市し

提て
い

携け
い

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
同ど

う

式し
き

典て
ん

に
は
聖せ

い

市し

の
ブ
ル
ー
ノ
・
コ

バ
ス
市し

長ち
ょ
うも
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
。

　

大お
お

阪さ
か

市し

か
ら
は
中な

か

尾お

副ふ
く

市し

長ち
ょ
うを
は
じ
め
４
人に

ん

、
大お

お

阪さ
か

市し

議ぎ

会か
い

は
有あ

り

本も
と

純じ
ゅ
ん

子こ

副ふ
く

議ぎ

長
ち
ょ
う

ら
６
人に

ん

、
大お

お

阪さ
か

側が
わ

の
姉し

妹ま
い

都と

姉し

妹ま
い

都と

市し

４
５
周し

ゅ
う

年ね
ん

の
際さ

い

に
は
大お

お

阪さ
か

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
が

来ら
い

伯は
く

し
、
式し

き

典て
ん

に
華は

な

を
添そ

え
た

市し

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
は
吉よ

し

川か
わ

秀ひ
で

隆た
か

会か
い

長ち
ょ
うら

８
人に

ん

の
計け

い

１
８
人に

ん

の
使し

節せ
つ

団だ
ん

が
来ら

い

伯は
く

。
１
９
日に

ち

に
伯は

っ

国こ
く

に

到と
う

着ち
ゃ
くす
る
。

　

２
０
日か

に
は
、
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
聖せ

い

市し

議ぎ

会か
い

で
「
大お

お

阪さ
か

・
サ
ン
パ
ウ
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野
の

村
むら

聖
せい

市
し

議
ぎ

から表
ひょう

彰
しょう

状
じょう

を受
う

け取
と

る与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

野
の

村
むら

聖
せい

市
し

議
ぎ

から表
ひょう

彰
しょう

状
じょう

を受
う

け取
と

る秋
あき

山
やま

氏
し

与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

から感
かん

謝
しゃ

状
じょう

を受
う

け取
と

る渡
わた

辺
なべ

氏
し

与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

から感
かん

謝
しゃ

状
じょう

を受
う

け取
と

る佐
さ

藤
とう

氏
し

与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

から感
かん

謝
しゃ

状
じょう

を受
う

け取
と

る菊
きく

地
ち

氏
し

、税
さい

田
た

氏
し

、坂
さか

和
わ

氏
し

、尾
お

西
にし

氏
し

  与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

から感
かん

謝
しゃ

状
じょう

を受
う

け取
と

る藤
ふじ

村
むら

氏
し

、土
ど

井
い

氏
し

、戸
と

田
だ

氏
し

、安
やす

武
たけ

氏
し

、鈴
すず

木
き

氏
し

、井
いの

上
うえ

氏
し

与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

に未
み

来
らい

展
てん

望
ぼう

を聞
き

く 与よ

し
た
」
と
し
て
援え

ん

協き
ょ
うに
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

状じ
ょ
うが
贈お

く

ら
れ
た
。
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
野の

村む
ら

聖せ
い

市し

議ぎ

か
ら
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

状じ
ょ
うを
受う

け
取と

り
、
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

聖せ
い

市し

議ぎ

会か
い

か
ら
は
日に

本ほ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

財ざ
い

団だ
ん

に
も
「
援え

ん

協
き
ょ
う

へ
の
支し

援え
ん

を
通つ

う

じ
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

及お
よ

び
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

の
医い

療り
ょ
う・

福ふ
く

祉し

の
発は

っ

展て
ん

に
寄き

与よ

し
た
」

と
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
うが
贈お

く

ら
れ
、
秋あ

き

山や
ま

財ざ
い

団だ
ん

理り

事じ

長ち
ょ
うが
受う

け
取と

っ

た
。記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
は
、
今こ

ん

日に
ち

ま

で
援え

ん

協き
ょ
うに
多た

大だ
い

な
貢こ

う

献け
ん

を

行お
こ
なっ
た
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

ら
へ
表

ひ
ょ
う

彰
し
ょ
う

も
行お

こ
な
わ
れ
た
。

　

２
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うに
わ
た
り
役や

く

員い
ん

を
務つ

と

め
た
尾お

西に
し

貞さ
だ

夫お

さ

ん
、
長な

が

年ね
ん

理り

事じ

を
務つ

と

め
た
井い

の

上う
え

健け
ん

治じ

さ
ん
、
地ち

区く

委い

員い
ん

会か
い

を
３
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

務つ
と

め
上あ

げ

た
玉た

ま

田だ

伯は
く

夫お

さ
ん
、
そ
の
他ほ

か

医い

師し

や
専せ

ん

門も
ん

技ぎ

師し

ら
に
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
うが
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。

　

職
し
ょ
く

員い
ん

と
し
て
３
６
年ね

ん

、
そ

の
後ご

は
役や

く

員い
ん

と
し
て
現げ

ん

在ざ
い

ま

で
１
４
年ね

ん

、
５
０
年ね

ん

に
わ

た
り
援え

ん

協き
ょ
うを
支さ

さ

え
て
き
た
山や

ま

下し
た

忠た
だ

男お

さ
ん
（
８
５
、
京

き
ょ
う

都と

府ふ

）
は
「
当と

う

初し
ょ

か
ら
は
予よ

想そ
う

で
き
な
い
程ほ

ど

、
大お

お

き
な
組そ

織し
き

に
な
っ
た
。
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

に
受う

　

６
０
年ね

ん

前ま
え

に
３
２
人に

ん

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

上う
え

原は
ら

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
今い

ま

で
は
２
千せ

ん

人に
ん

を
擁よ

う

す
コ
ロ
ニ
ア
最さ

い

大だ
い

の
組そ

織し
き

に
成せ

い

長ち
ょ
うし
た
。
そ
ん
な
援え

ん

協き
ょ
うは
創そ

う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
１
２
日に

ち

夜よ
る

、
聖せ

い

市し

議ぎ

会か
い

で
執と

り
行

お
こ
な

っ
た
。
歴れ

き

代だ
い

の
援え

ん

協き
ょ
う

役や
く

員い
ん

、
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

、
野の

村む
ら

ア
ウ
レ
リ
オ
聖せ

い

市し

議ぎ

、
日に

本ほ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

財ざ
い

団だ
ん

（
秋あ

き

山や
ま

進す
す
む

理り

事じ

長ち
ょ
う）
の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
約や

く

３
０
０
人に

ん

が
列れ

っ

席せ
き

。
援え

ん

協き
ょ
うの
発は

っ

展て
ん

を
盛せ

い

大だ
い

に
祝し

ゅ
く

し
た
。

　
人に

ん

か
ら
２
千せ

ん

人に
ん

超ち
ょ
う

に
発は

っ

展て
ん

伯は
っ

国こ
く

全ぜ
ん

体た
い

の
医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

に
貢こ

う

献け
ん

本ほ
ん

の
よ
う
に
高こ

う

齢れ
い

化か

を
迎む

か

え

る
。
そ
こ
で
特と

く

別べ
つ

養よ
う

護ご

老ろ
う

人じ
ん

ホ
ー
ム
（
特と

く

養よ
う

）
の
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

が
高た

か

ま
る
と
い
う
。

援え
ん

協き
ょ
うで
は
あ
け
ぼ
の
ホ
ー

ム
が
特と

く

養よ
う

に
あ
た
る
が
、
特と

く

養よ
う

は
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

あ
た
り
の
職

し
ょ
く

員い
ん

数す
う

も
多お

お

く
必ひ

つ

要よ
う

と
し
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
余よ

裕ゆ
う

の
な
い
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

か

ら
は
利り

用よ
う

費ひ

満ま
ん

額が
く

を
徴

ち
ょ
う

収し
ゅ
うし

て
い
な
い
援え

ん

協き
ょ
うに
と
っ
て
、
負ふ

担た
ん

の
大お

お

き
い
施し

設せ
つ

だ
。

　

し
た
が
っ
て
援え

ん

協き
ょ
うは
解か

い

決け
つ

策さ
く

と
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
導ど

う

入に
ゅ
うし
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
家か

族ぞ
く

や
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

で
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

　
６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
た

援え
ん

協き
ょ
うは
今こ

ん

後ご

、
ど
の
よ
う
な
発は

っ

展て
ん

を
見み

せ
る
の
か
―
―
与よ

義ぎ

会か
い

長ち
ょ
うに
今こ

ん

後ご

の
展て

ん

望ぼ
う

を
聞き

い
た
。

　

福ふ
く

祉し

分ぶ
ん

野や

に
つ
い
て
は
、
援え

ん

協き
ょ
うが
率そ

っ

先せ
ん

し
て
施し

設せ
つ

に
入

に
ゅ
う

所し
ょ

せ
ず
日ひ

帰が
え

り
で
通か

よ

え
る
介か

い

護ご

施し

設せ
つ

、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
通つ

う

所し
ょ

介か
い

護ご

）
を
導ど

う

入に
ゅ
うし
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

に
広ひ

ろ

め
る
べ
き
と
し
た
。

　

伯は
っ

国こ
く

は
将

し
ょ
う

来ら
い

、
現げ

ん

在ざ
い

の
日に

与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

特
とく

 集
しゅう

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
ら
れ

た
こ
と
を
大た

い

変へ
ん

嬉う
れ

し
く
誇ほ

こ

り

に
思お

も

う
。
こ
の
機き

会か
い

に
多た

大だ
い

な
支し

援え
ん

、
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
よ
り
支さ

さ

え

て
く
れ
た
皆み

な

さ
ん
に
感か

ん

謝し
ゃ

し

与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
戦せ

ん

後ご

移い

民み
ん

の
支し

援え
ん

を
目も

く

的て
き

に
職

し
ょ
く

員い
ん

と

理り

事じ

３
２
人に

ん

か
ら
始は

じ

ま
り
、

２
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの
職

し
ょ
く

員い
ん

を
擁よ

う

す

る
ま
で
に
発は

っ

展て
ん

を
と
げ
た
。

を
支さ

さ

え
る
仕し

組く

み
作づ

く

り
を
構こ

う

想そ
う

し
て
い
る
。

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
家か

族ぞ
く

は
、
朝あ

さ

晩ば
ん

は
面め

ん

倒ど
う

を
見み

て
、
昼ひ

る

間ま

は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
施し

設せ
つ

に
預あ

ず

け

る
。
将

し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
は
、
昼ひ

る

間ま

に

あ
ま
り
使つ

か

わ
れ
て
い
な
い
県け

ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

も
施し

設せ
つ

と
し
て
利り

用よ
う

す
る
ア
イ
デ
ア
も
あ
る
。

援え
ん

協き
ょ
うは
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施し

設せ
つ

を
定て

い

期き

的て
き

に
巡

じ
ゅ
ん

回か
い

し
、
指し

導ど
う

を
行お

こ
ない
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
展て

ん

開か
い

さ

れ
る
こ
と
を
目め

指ざ

す
。

与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
家か

族ぞ
く

を
施し

設せ
つ

に
預あ

ず

け
た
ま
ま
に
す
る
の

で
は
な
く
、
毎ま

い

日に
ち

接せ
っ

し
て
、

温あ
た
たか
く
見み

守ま
も
っ
て
ほ
し
い
。
そ

の
方ほ

う

が
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

も
幸し

あ
わ
せ
に
過す

ご
せ
て
、
精せ

い

神し
ん

的て
き

な
健け

ん

康こ
う

に

も
つ
な
が
る
。
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

も
援え

ん

協き
ょ
うも
経け

い

済ざ
い

的て
き

負ふ

担た
ん

を
小ち

い

さ
く

で
き
る
。
援え

ん

協き
ょ
うは
施し

設せ
つ

を
提て

い

供き
ょ
うす
る
団だ

ん

体た
い

で
は
な
く
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

や
家か

族ぞ
く

の
幸し

あ
わ

せ
を
支さ

さ

え
る
団だ

ん

体た
い

で
あ
り
た
い
」
と

語か
た
っ
た
。

医い

療り
ょ
う

分ぶ
ん

野や

に
つ
い
て
は
、

日に
っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
好こ

う

調ち
ょ
うな
経け

い

営え
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
うに
よ
り
、
福ふ

く

祉し

施し

設せ
つ

の
赤あ

か

字じ

を
補

お
ぎ
な
っ
て
い
る
現げ

ん

状じ
ょ
う。

与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
財ざ

い

政せ
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
うが

良り
ょ
う

好こ
う

な
今い

ま

の
う
ち
に
、
設せ

つ

備び

な
ど
基き

礎そ

を
強

き
ょ
う

化か

し
、
今こ

ん

後ご

不ふ

測そ
く

の
事じ

態た
い

が
起お

き
て
も
自じ

立り
つ

し
て
経け

い

営え
い

で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
述の

べ
た
。

同ど
う

病び
ょ
う

院い
ん

は
月つ

き

に
よ
っ
て
は

１
千せ

ん

万ま
ん

レ
ア
ル
以い

上じ
ょ
うの
黒く

ろ

字じ

を
計け

い

上じ
ょ
う。
し
か
し
今い

ま

の
医い

療
り
ょ
う

業ぎ
ょ
う

界か
い

で
は
、
米べ

い

国こ
く

な
ど
海か

い

外が
い

の
医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

が
、
伯は

っ

国こ
く

の
医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
買ば

い

収し
ゅ
うし
、

伯は
っ

国こ
く

内な
い

で
グ
ル
ー
プ
化か

、
利り

用よ
う

者し
ゃ

の
囲か

こ

い
込こ

み
に
乗の

り
出だ

し
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
化か

さ
れ
た
医い

療
り
ょ
う

機き

関か
ん

で
は
、
機き

器き

や
医い

薬や
く

品ひ
ん

を
一い

っ

括か
つ

大た
い

量り
ょ
う

購こ
う

入に
ゅ
うす
る
こ
と

で
費ひ

用よ
う

を
抑お

さ

え
て
い
る
。
援え

ん

協き
ょ
うで
は
コ
ス
ト
面め

ん

で
競

き
ょ
う

合ご
う

す

る
の
は
難む

ず
かし
く
、
与よ

儀ぎ

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
サ
ー
ビ
ス
の
質し

つ

で
対た

い

抗こ
う

し
た
い
。
今い

ま

で
は
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
す

ぐ
に
手て

に
入は

い

る
た
め
、
医い

療
り
ょ
う

機き

関か
ん

の
利り

用よ
う

者し
ゃ

は
、
人に

ん

間げ
ん

的て
き

な
温あ

た
た

か
み
の
あ
る
援え

ん

協
き
ょ
う

の
サ
ー
ビ
ス
を
求も

と

め
て
来く

る
」

と
自じ

信し
ん

を
見み

せ
た
。

昨さ
く

年ね
ん

立た

ち
上あ

げ
た
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
新し

ん

病び
ょ
う

棟と
う

建け
ん

設せ
つ

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
言げ

ん

及き
ゅ
う。
今こ

年と
し

の
半な

か

ば
か
ら
開か

い

始し

予よ

定て
い

だ
っ
た
建け

ん

設せ
つ

計け
い

画か
く

を
、「
年ね

ん

よ
り
良よ

い
医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

の
手て

本ほ
ん

に

新し
ん

病び
ょ
う

棟と
う

８
階か

い

か
ら
１
６
階か

い

に
変へ

ん

更こ
う

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

に参
さん

列
れつ

した日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

代
だい

表
ひょう

者
しゃ

、来
らい

賓
ひん

ら

た
い
」
と
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

に
謝し

ゃ

辞じ

を

述の

べ
た
。

聖せ
い

市し

議ぎ

会か
い

か
ら
は
「
医い

療り
ょ
う・
福ふ

く

祉し

を
通と

お

し
て
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

、
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

に
寄き

内な
い

に
開か

い

始し

」
と
遅お

く

ら
せ
、
当と

う

初し
ょ

の
予よ

定て
い

の
８
階か

い

建だ

て
を

１
６
階か

い

に
変へ

ん

更こ
う

し
た
。
こ
の

計け
い

画か
く

で
は
現げ

ん

在ざ
い

２
４
０
床し

ょ
うの

病び
ょ
う

床し
ょ
うを
１
０
０
床

し
ょ
う

増ふ

や
し
、

病び
ょ
う

院い
ん

内な
い

の
部ぶ

署し
ょ

や
設せ

つ

備び

の

効こ
う

率り
つ

化か

を
目も

く

的て
き

と
し
た
配は

い

置ち

転て
ん

換か
ん

な
ど
も
行お

こ
なわ
れ
る
。

　

さ
ら
に
自じ

閉へ
い

症し
ょ
う

児じ

療り
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ（
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ａ
）に
つ
い
て
、

他た

州し
ゅ
うの
政せ

い

治じ

家か

か
ら
「
同ど

う

様よ
う

の
施し

設せ
つ

を
作つ

く

っ
て
ほ
し
い
」

と
要よ

う

望ぼ
う

が
あ
っ
た
と
明あ

か
す
。

と
は
い
え
現げ

ん

在ざ
い

、
活か

つ

動ど
う

は
主お

も

に
聖せ

い

州し
ゅ
う

内な
い

。「
州

し
ゅ
う

外が
い

で
の
サ
ー

ビ
ス
提て

い

供き
ょ
うは
難む

ず
か
し
い
」
と
考

か
ん
が

え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
要よ

う

望ぼ
う

を
受う

け
、
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

と
隣り

ん

接せ
つ

す
る
形か

た
ち
で
自じ

閉へ
い

症し
ょ
う

児じ

療り
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ

本ほ
ん

部ぶ

を
建け

ん

設せ
つ

予よ

定て
い

だ
。

将し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
は
他た

州し
ゅ
うの
福ふ

く

祉し

事じ

業ぎ
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

が
、
そ
の
本ほ

ん

部ぶ

に

視し

察さ
つ

を
行お

こ
ない
、
加く

わ

え
て
他た

州し
ゅ
うへ

定て
い

期き

的て
き

に
指し

導ど
う

者し
ゃ

を
派は

遣け
ん

す

る
形か

た
ちで
、州

し
ゅ
う

外が
い

に
も
福ふ

く

祉し

サ
ー

ビ
ス
を
伝つ

た

え
て
い
く
こ
と
を
視し

野や

に
入い

れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
援え

ん

協き
ょ
うを
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

、
伯は

っ

国こ
く

の
よ
り
良よ

い
医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

の

手て

本ほ
ん

に
し
た
い
」
と
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
展て

ん

望ぼ
う

を
明あ

か
し
た
。

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

の参
さん

列
れつ

者
しゃ

ら

け
入い

れ
て
も
ら
っ
て
育そ

だ

っ
た

の
だ
か
ら
、
今こ

ん

後ご

は
伯は

っ

国こ
く

に

恩お
ん

返が
え

し
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
し
み
じ
み

述の

べ
た
。

　

１
９
５
９
年ね

ん

に
戦せ

ん

後ご

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
最さ

い

盛せ
い

期き

を
迎む

か

え
、
そ

の
受う

け
入い

れ
支し

援え
ん

の
た
め
、

日に
っ

本ぽ
ん

海か
い

外が
い

協き
ょ
う

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
現げ

ん

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

（
現げ

ん

援え
ん

協き
ょ
う）
は
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
。
当と

う

初し
ょ

は
３
２
人に

ん

の
職

し
ょ
く

員い
ん

・
理り

事じ

で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
、
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

受う

け

入い

れ
業

ぎ
ょ
う

務む

を
行お

こ
なっ
て
い
た
。

　

８
８
年ね

ん

に
は
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病
び
ょ
う

院い
ん

を
開か

い

院い
ん

。
そ
の
後ご

は
故こ

・

神じ
ん

内な
い

良り
ょ
う

一い
ち

氏し

（
日に

本ほ
ん

国こ
く

際さ
い

32

60

協き
ょ
う

力り
ょ
く

財ざ
い

団だ
ん

創そ
う

設せ
つ

者し
ゃ

）
の
約や

く

１
１
億お

く

円え
ん

に
上の

ぼ

る
支し

援え
ん

な
ど

も
あ
り
、
医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

、
福ふ

く

祉し

施し

設せ
つ

を
開か

い

設せ
つ

・
拡か

く

大だ
い

し
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

で
は
２
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの

職し
ょ
く

員い
ん

を
擁よ

う

し
、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

は

伯は
っ

国こ
く

内な
い

の
医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

を
評

ひ
ょ
う

価か

す
る
非ひ

営え
い

利り

団だ
ん

体た
い

「
国こ

っ

家か

認に
ん

定て
い

機き

関か
ん
（O

rganização 
N

acional de A
credita-

ção

＝
Ｏ
Ｎ
Ａ
）」
か
ら
最さ

い

高こ
う

評ひ
ょ
う

価か

を
受う

け
て
い
る
。

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

受じ
ゅ

章し
ょ
う

者し
ゃ

　

援え
ん

協き
ょ
うか
ら
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを
受う

け

た
受じ

ゅ

章し
ょ
う

者し
ゃ

は
以い

下か

の
通と

お

り

（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く、
五ご

十じ
ゅ
う

音お
ん

順じ
ゅ
ん）。

【
個こ

人じ
ん

】
井い

の

上う
え

健け
ん

治じ

、
内う

ち

村む
ら

俊し
ゅ
ん

一い
ち
、
大お

お

瀧た
き

多た

喜き

夫お

、

尾お

西に
し

貞さ
だ

夫お

、
小お

畑ば
た

エ
ミ
リ

オ
、
加か

藤と
う

英ひ
で

世よ

、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

、
税さ

い

田た

清せ
い

七し
ち

、
坂さ

か

和わ

三さ
ぶ

郎ろ
う

、
佐さ

さ々

木き

恂ま
こ
と、
佐さ

藤と
う

良よ
し

隆た
か

、
鈴す

ず

木き

厚あ
つ

生お

、
玉た

ま

田だ

伯は
く

夫お

、
壇だ

ん

定さ
だ

則の
り

、
辻つ

じ

雄ゆ
う

三ぞ
う

、

土ど

井い

セ
ル
ジ
オ
、
戸と

田だ

マ

リ
オ
、
藤ふ

じ

島し
ま

幸み
ゆ
き、
藤ふ

じ

村む
ら

隆た
か

次つ
ぐ

、
南

み
な
み

利と
し

実み

、
森も

り

エ
リ
オ
、

森も
り

西に
し

茂し
げ

行ゆ
き

、
森も

り

政ま
さ

雄お

、
矢や

島じ
ま

カ
ル
ロ
ス
、
安や

す

武た
け

誠ま
こ
と、

山や
ま

本も
と

恒つ
ね

夫お

、
吉よ

し

田だ

繁
し
げ
る

【
法ほ

う

人じ
ん

な
ど
】
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力
り
ょ
く

機き

構こ
う
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
在ざ

い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

、
日に

本ほ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

財ざ
い

団だ
ん

、
パ
ナ
ソ

ニッ
ク
ブ
ラ
ジ
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル

ト
ヨ
タ
、
ブ
ラ
デ
ス
コ
銀ぎ

ん

行こ
う

、

ホ
ン
ダ
サ
ウ
ス
ア
メ
リ
カ

6060援
えん

協
きょう

創
そう

立
りつ

　周
しゅう

年
ねん

盛
せい

大
だい

に祝
いわ

う
（特集１） ２０１９年第５３０７号  ８月 １７日 （土曜日）



１
９
種し

ゅ

目も
く

か
ら
２
５
人に

ん

が
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

柳や
な
ぎ

森も
り

さ
ん
、最さ

い

高こ
う

齢れ
い

９
８
歳さ

い

で
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

元も
と

セ
レ
ソ
ン
の
サ
ン
パ
イ
オ
氏し

現げ
ん

役え
き

の
柔じ

ゅ
う

道ど
う

講こ
う

師し

、
松ま

つ

堂ど
う

さ
ん

多お
お

く
の
教お

し

え
子ご

か
ら
祝し

ゅ
く

福ふ
く

の
握あ

く

手し
ゅ

責ぜ

め

「
僕ぼ

く

は
半は

ん

分ぶ
ん

日に

本ほ
ん

人じ
ん

、
第だ

い

二に

の
故ふ

る

郷さ
と

」

「
１
３
０
歳さ

い

ま
で
生い

き
て
教お

し

え
る
」

「
苦く

難な
ん

乗の

り
越こ

え
、今こ

ん
に
ち日
の
活か

つ

躍や
く

」
受
じゅ

章
しょう

者
しゃ

を代
だい

表
ひょう

して挨
あい

拶
さつ

を行
おこな

ったオズワルド・
シモエスさん

　
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

主し
ゅ

催さ
い

の
『
第だ

い

６
３
回か

い

パ
ウ
リ
ス
タ
・
ス
ポ
ー
ツ
賞し

ょ
う
』
の
贈ぞ

う

呈て
い

式し
き

が
今こ

ん

月げ
つ

９
日か

、
聖せ

い

市し

議ぎ

会か
い

の
貴き

賓ひ
ん

室し
つ

で
盛せ

い

大だ
い

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
戦せ

ん

後ご

の
勝か

ち
負ま

け
抗こ

う

争そ
う

で
二に

分ぶ
ん

さ
れ
た
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振し

ん

興こ
う

を
通つ

う

じ

て
融ゆ

う

和わ

を
図は

か

る
目も

く

的て
き

で
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
同ど

う

賞し
ょ
う。
今こ

年と
し

は
１
９
部ぶ

門も
ん

か
ら
２
５
人に

ん

が
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
、
家か

族ぞ
く

や
友ゆ

う

人じ
ん

ら
も
合あ

わ

せ
て
会か

い

場じ
ょ
うに
約や

く

３
０
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
り
、
栄は

え
あ
る
受じ

ゅ

賞し
ょ
うを
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

し
た
。
式し

き

典て
ん

で
は
、
野の

村む
ら

ア
ウ
レ
リ
オ
市し

議ぎ

、
楠

く
す
の
き

彰あ
き
ら

在ざ
い

聖せ
い

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

、
下し

も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

元も
と

州し
ゅ
う

議ぎ

、
各か

く

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
が
来ら

い

賓ひ
ん

と
し
て
登と

う

壇だ
ん

し
、
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

ら
の

長な
が

年ね
ん

の
功こ

う

績せ
き

を
讃た

た

え
た
。

　

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

ら
は
名な

前ま
え

が
呼よ

ば
れ
る
と
前ま

え

に
出で

て
、
拍は

く

手し
ゅ

喝か
っ

采さ
い

の
中な

か

、
各か

く

ス
ポ
ー
ツ
団だ

ん

体た
い

の
代だ

い

表
ひ
ょ
う

者し
ゃ

と
来ら

い

賓ひ
ん

か
ら
笑え

顔が
お

で

記き

念ね
ん

プ
レ
ー
ト
を
受う

け

取と

っ
た
。
会か

い

場じ
ょ
うに
は
親し

ん

戚せ
き

や
友ゆ

う

人じ
ん

が
駆か

け
つ
け
、
時と

き

に
は
大お

お

き
な
歓か

ん

声せ
い

が
上あ

が
っ
た
。

　
「
ハ
ジ
メ
マ
シ
テ
！
」

と
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し
く
日に

本ほ
ん

語ご

で
挨あ

い

拶さ
つ

し
、
受じ

ゅ

章し
ょ
う

者し
ゃ

を

代だ
い

表ひ
ょ
う

し
て
謝し

ゃ

辞じ

を
述の

べ

第
だい

６３回
かい

パウリスタ・スポーツ賞
しょう

た
の
は
、
リ
オ
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの

オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ペ
ル
チ

ノ
・
シ
モ
エ
ス
・
フ
ィ
ー

リ
ョ
さ
ん
（
６
６
）。
元も

と

伯は
っ

国こ
く

柔じ
ゅ
う

道ど
う

代だ
い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

と

し
て
活か

つ

躍や
く

し
、
現げ

ん

在ざ
い

は
指し

導ど
う

者し
ゃ

と
し
て
普ふ

及き
ゅ
う

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
る
。

　

シ
モ
エ
ス
さ
ん
は
、
バ

イ
ア
州し

ゅ
う

サ
ル
バ
ド
ー
ル

市し

出し
ゅ
っ

身し
ん

。
１
７
歳さ

い

の
時と

き

に
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

の
大た

い

会か
い

を
観み

て
、

「
他ほ

か

の
競

き
ょ
う

技ぎ

と
違ち

が

っ
て
、

勝か

っ
て
も
最さ

い

後ご

は
礼れ

い

を

し
て
終
わ
る
。
相あ

い

手て

に
敬け

い

意い

を
払は

ら

う
と
こ
ろ
が
気き

に
入い

っ
た
」
と
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

を
始は

じ

め
た
理り

由ゆ
う

を
明あ

か
す
。

　

当と
う

時じ

同ど
う

市し

に
住す

ん
で

い
た
故こ

吉よ
し

田だ

和か
ず

男お

さ
ん

に
師し

事じ

し
、
汎は

ん

ア
メ
リ

カ
大た

い

会か
い

等な
ど

の
数か

ず

々か
ず

の
大た

い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う。
世せ

界か
い

大だ
い

学が
く

柔じ
ゅ
う

道ど
う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

で
伯は

く

人じ
ん

と

し
て
初は

じ

め
て
優ゆ

う

勝し
ょ
う

し
た
。

８
０
年ね

ん

に
は
、
モ
ス
ク
ワ

「移
い

民
みん

の原
げん

点
てん

は陛
へい

下
か

のお言
こと

葉
ば

」と語
かた

る下
しも

本
もと

八
はち

郎
ろう

元
もと

聖
せい

州
しゅう

議
ぎ

開か
い

会か
い

の
挨あ

い

拶さ
つ

を
す
る
高た

か

木き

ラ
ウ
ル
社し

ゃ

長ち
ょ
う

柳
やなぎ

森
もり

優
まさる

さんとお祝
いわ

いに駆
か

けつけた家
か

族
ぞく

ら

「柳
やなぎ

森
もり

さんを尊
そん

敬
けい

します」と握
あく

手
しゅ

を求
もと

めたオズワルド・
シモエスさんに応

こた

える柳
やなぎ

森
もり

さん

松
まつ

堂
どう

忠
ちゅう

堅
けん

さんと家
か

族
ぞく

の皆
みな

さん

式
しき

典
てん

後
ご

の晩
ばん

餐
さん

会
かい

から参
さん

加
か

したセーザル・サンパイオ氏
し

五ご

輪り
ん

の
重

じ
ゅ
う

量り
ょ
う

級き
ゅ
う

で
伯は

っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
う

と
し
て
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

し
て

い
る
。

　

リ
オ
州し

ゅ
う

で
ガ
マ
・

フ
ィ
ー
リ
ョ
大だ

い

学が
く

院い
ん

を

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

後ご

、
長な

が

い
間

あ
い
だ

教き
ょ
う

育い
く

者し
ゃ

と
し
て
務つ

と

め
、
学が

く

長ち
ょ
うに

も
な
る
な
ど
、
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

を
大だ

い

学が
く

教き
ょ
う

育い
く

に
取と

り
入い

れ
て

き
た
功こ

う

績せ
き

は
大お

お

き
い
。

　

１
１
年ね

ん

の
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

で
津つ

波な
み

被ひ

害が
い

か
ら

復ふ
っ

興こ
う

を
果は

た
し
て
き
た

日に

本ほ
ん

と
伯は

っ

国こ
く

を
比ひ

較か
く

し
、

「
日に

本ほ
ん

の
災さ

い

害が
い

復ふ
っ

興こ
う

の
早は

や

さ
は
凄す

ご

い
。
伯は

っ

国こ
く

は
政せ

い

府ふ

が
災さ

い

害が
い

復ふ
っ

興こ
う

支し

援え
ん

の
お

金か
ね

を
出だ

し
て
も
汚お

職し
ょ
く

で

ど
こ
か
に
消き

え
て
し
ま

う
。
戦せ

ん

後ご

に
一い

ち

番ば
ん

発は
っ

展て
ん

し

た
国く

に

が
日に

本ほ
ん

だ
と
思お

も

う
」

と
手て

放ば
な

し
で
称

し
ょ
う

賛さ
ん

。
敬け

い

愛あ
い

す
る
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

か
ら
初は

じ

め
て
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

さ
れ
た
こ
と

を
「
大た

い

変へ
ん

な
名め

い

誉よ

で
す
」

と
喜よ

ろ
こ

ん
だ
。

　
「
ツ
ッ
パ
ン
市し

で
道ど

う

場じ
ょ
うの
生せ

い

徒と

で
し
た
。
先せ

ん

生せ
い

、
覚お

ぼ

え
て

い
ま
す
か
？
」
―
―
会か

い

場
じ
ょ
う

で
相す

も

撲う

連れ
ん

盟め
い

の
土つ

ち

屋や

守も
り

雄お

オ

　
「
自じ

分ぶ
ん

は
１
３
０
歳さ

い

ま
で

生い

き
る
か
ら
、
そ
の
間あ

い
だ
に
優ゆ

う

ス
カ
ル
会か

い

長ち
ょ
う（
６
８
、
二に

世せ
い

）は
そ
う
呼よ

び
か
け
る
と
、

柳や
な
ぎ

森も
り

優ま
さ
るさ
ん
（
９
８
、
熊く

ま

本も
と

県け
ん

）
に
握あ

く

手し
ゅ

を
求も

と

め
た
。

５
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うぶ
り
の
子し

弟て
い

の

再さ
い

会か
い

だ
っ
た
。
他ほ

か

に
も
、
柳

や
な
ぎ

森も
り

さ
ん
の
周ま

わ

り
に
は
握あ

く

手し
ゅ

を

求も
と

め
る
人ひ

と

が
押お

し
寄よ

せ
た
。

　

特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
柳

や
な
ぎ

森も
り

さ
ん
は
「
ま
さ
か
自じ

分ぶ
ん

が

受じ
ゅ

賞し
ょ
うす
る
と
は
思お

も

わ
な
か
っ

た
」
と
喜よ

ろ
こ
ぶ
。
兄あ

に

の
影え

い

響き
ょ
うで

柔じ
ゅ
う

道ど
う

を
始は

じ

め
、
１
５
歳さ

い

で

初し
ょ

段だ
ん

を
取し

ゅ

得と
く

。
３
６
年ね

ん

に

渡と

伯は
く

後ご

も
、
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

へ
の
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

が
薄う

す

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

５
０
年ね

ん

に
マ
リ
パ
市し

で
友ゆ

う

人じ
ん

と
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

教き
ょ
う

室し
つ

を
始は

じ

め

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ば
か
り
に
７
０
人に

ん

ほ
ど
教お

し

え
た
」。
ツ
ッ
パ
ン
市し

で
道ど

う

場じ
ょ
うを
拡か

く

大だ
い

し
、
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

と
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

講こ
う

師し

の
二に

足そ
く

わ
ら
じ
を
履は

い
た
。
パ
ラ
ナ

州し
ゅ
うア
サ
イ
市し

で
行お

こ
な
わ
れ
た
コ

ロ
ニ
ア
の
全ぜ

ん

伯ぱ
く

柔じ
ゅ
う

道ど
う

大た
い

会か
い

で

３
位い

に
な
り
、
選せ

ん

手し
ゅ

と
し
て

も
活か

つ

躍や
く

。
九く

段だ
ん

ま
で
取し

ゅ

得と
く

し

た
。

　

８
２
年ね

ん

に
は
、
オ
ザ
ス
コ

市し

で
柳

や
な
ぎ

森も
り

柔じ
ゅ
う

道ど
う

道ど
う

場じ
ょ
うを
創そ

う

設せ
つ

。
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

講こ
う

師し

は
８
２
歳さ

い

ま

で
務つ

と

め
、
２
０
０
人に

ん

以い

上
じ
ょ
う

の
生せ

い

徒と

を
指し

導ど
う

、
１
０
０
人に

ん

が
有ゆ

う

段だ
ん

者し
ゃ

と
な
っ
た
。
生せ

い

徒と

秀し
ゅ
うな
選せ

ん

手し
ゅ

を
出だ

し
た
い
ね
」

―
―
特と

く

別べ
つ

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た

松ま
つ

堂ど
う

忠ち
ゅ
う

堅け
ん

さ
ん
（
８
４
、

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

）
は
、
屈く

っ

託た
く

の
な
い

笑え

顔が
お

で
そ
う
語か

た

っ
た
。

　
ス
ザ
ノ
市し

で
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

を
教お

し

え

る
同ど

う

氏し

は
、
今こ

ん

式し
き

典て
ん

で
最さ

い

高こ
う

齢れ
い

の
現げ

ん

役え
き

柔じ
ゅ
う

道ど
う

講こ
う

師し

。

現げ
ん

在ざ
い

も
伯は

く

人じ
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、

１
０
０
人に

ん

の
生せ

い

徒と

に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
教お

し

え
て
い
る
。

　

柔
じ
ゅ
う

道ど
う

を
始は

じ

め
た
の
は
１
７

仕し

事ご
と

で
遅お

く

れ
て
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

か

ら
参さ

ん

加か

し
た
セ
ー
ザ
ル
・
サ

ン
パ
イ
オ
氏し

（
５
１
）
は
、

会か
い

場じ
ょ
うに
到と

う

着ち
ゃ
くす
る
な
り
写し

ゃ

歳さ
い

。
元も

と

々も
と

運う
ん

動ど
う

が
得と

く

意い

で
、

２
１
歳さ

い

で
初し

ょ

段だ
ん

を
取し

ゅ

得と
く

し

た
。
５
８
年ね

ん

に
ボ
リ
ビ
ア
へ

移い

住じ
ゅ
う
す
る
時と

き

は
、
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

の

講こ
う

師し

に
「
半は

ん

年と
し

待ま

っ
て
３
段だ

ん

を
取し

ゅ

得と
く

す
れ
ば
、
ど
こ
に
住す

ん
で
も
生せ

い

活か
つ

で
き
る
」
と
止と

め
ら
れ
た
が
、
松ま

つ

堂ど
う

さ
ん

は
「
人ひ

と

で
は
な
く
、
木き

を
倒た

お

し
に
行い

く
か
ら
段だ

ん

は
必ひ

つ

要よ
う

な

い
」
と
一い

っ

蹴し
ゅ
うし
た
。

　

ボ
リ
ビ
ア
で
は
儲も

う

か
ら

ず
、
６
４
年ね

ん

に
伯は

っ

国こ
く

へ
移い

住じ
ゅ
う。
聖せ

い

市し

カ
ー
ザ
・
ヴ
ェ
ル

デ
区く

で
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

を
教お

し

え
始は

じ

め

た
。
７
０
年ね

ん

に
転て

ん

住じ
ゅ
うし
た
ス

ザ
ノ
市し

の
ヴ
ィ
ラ
・
ウ
ル
ペ

ス
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

で
も
指し

導ど
う

員い
ん

を
務つ

と

め
、現げ

ん

在ざ
い

に
至い

た

る
。

　

さ
ら
に
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で

は
、
長な

が

ら
く
中

ち
ゅ
う

断だ
ん

さ
れ
て
い

た
沖お

き

縄な
わ

角す
も

力う

大た
い

会か
い

を
９
８

年ね
ん

に
復ふ

っ

活か
つ

さ
せ
た
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

だ
。

　

会か
い

場じ
ょ
うに
は
、
家か

族ぞ
く

や
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
役や

く

員い
ん

ら
が
駆か

け
つ

け
、
口く

ち

々ぐ
ち

に
お
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
て
い
た
。

の
中な

か

に
は
汎は

ん

米べ
い

大た
い

会か
い

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
伯は

く

人じ
ん

も
。

　

会か
い

場じ
ょ
うで
は
、
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

で
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
オ
ズ
ワ

ル
ド
・
シ
モ
エ
ス
さ

ん
を
は
じ
め
日に

っ

系け
い

人じ
ん

、

伯は
く

人じ
ん

問と

わ
ず
、
次つ

ぎ

か

ら
次つ

ぎ

へ
と
握あ

く

手し
ゅ

を
求も

と

め
、
尊そ

ん

敬け
い

の
念ね

ん

を
込こ

め
て
「
先せ

ん

生せ
い

、
お
め

で
と
う
」
と
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

し

て
い
た
。

真し
ん

や
サ
イ
ン
を
求も

と

め
る
人ひ

と

に

よ
る
列れ

つ

が
出で

来き

た
。
快

こ
こ
ろ
よく
一ひ

と

人り

ひ
と
り
に
笑え

顔が
お

で
応こ

た

え
る

様よ
う

子す

に
、
人ひ

と

の
良よ

さ
を
滲に

じ

ま
せ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
、

Ｊ
リ
ー
グ
で
６
年ね

ん

間か
ん

鍛き
た

え
た

日に

本ほ
ん

語ご

で
応こ

た

え
た
。

　

サ
ン
パ
イ
オ
氏し

が
プ
ロ
を

志こ
こ
ろ
ざし
た
の
は
、
意い

外が
い

に
も

１
７
歳さ

い

の
時と

き

。「
１
５
歳さ

い

で

ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
入

に
ゅ
う

団だ
ん

テ
ス

ト
を
受う

け
た
が
、
実じ

つ

は
３
つ

の
チ
ー
ム
で
落お

ち
た
。
や
っ

と
サ
ン
ト
ス
Ｆ
Ｃ
に
入は

い

れ
た

か
ら
、
最さ

い

初し
ょ

は
プ
ロ
に
な
る

自じ

信し
ん

が
な
か
っ
た
」
と
打う

ち

明あ

け
る
。
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
ユ
ー
ス
内な

い

で
存そ

ん

在ざ
い

感か
ん

を
出だ

し
、
１
８
歳さ

い

で
プ
ロ
契け

い

約や
く

と
な
っ
た
。

　

サ
ン
パ
イ
オ
氏し

が
横よ

こ

浜は
ま

フ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
ス
に
移い

籍せ
き

し
た

の
は
９
５
年ね

ん

。
そ
の
時と

き

の
心し

ん

境き
ょ
うを
「
び
っ
く
り
し
た
。
ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
サ
ッ

カ
ー
は
全ぜ

ん

然ぜ
ん

違ち
が

う
か
ら
ね
」

と
苦く

笑し
ょ
うし
、「
１
年ね

ん

目め

は
言こ

と

葉ば

の
壁か

べ

も
大お

お

き
く
て
、
一い

ち

番ば
ん

弱よ
わ

い
チ
ー
ム
に
い
た
ん
だ
」

と
決け

っ

し
て
明あ

か

る
い
ス
タ
ー
ト

で
は
な
か
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
サ
ッ
カ
ー
に
つ
い

て
「
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
レ
ベ
ル
に
上あ

が
っ
て
き
た
。
コ
パ
・
ア
メ

リ
カ
も
良よ

か
っ
た
」
と
評ひ

ょ
う
す

る
。
日に

本ほ
ん

の
サ
ッ
カ
ー
界か

い

で

特と
く

に
面お

も

白し
ろ

い
と
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
て
い

る
の
は
、
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

で
活か

つ

躍や
く

す
る
吉よ

し

田だ

麻ま

也や

選せ
ん

手し
ゅ

。「
１
対た

い

１
も
良よ

い
、ヘ
デ
ィ

ン
グ
も
で
き
る
。
自じ

分ぶ
ん

は
吉よ

し

田だ

が
好す

き
」
と
好こ

う

印い
ん

象し
ょ
うを
得え

て
い
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ

ス
運う

ん

営え
い

委い

員い
ん

も
務つ

と

め
、
日に

本ほ
ん

に
関か

か

わ
り
続つ

づ

け
る
理り

由ゆ
う

を
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
違ち

が

う
顔か

お

を
し

た
自じ

分ぶ
ん

を
受う

け
入い

れ
て
く
れ

た
。
日に

っ

伯ぱ
く

の
関か

ん

係け
い

強き
ょ
う

化か

に

貢こ
う

献け
ん

し
た
い
」
と
語か

た

る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
受じ

ゅ

賞し
ょ
うは
「
誇ほ

こ

り
に

思お
も

う
。
僕ぼ

く

は
日に

本ほ
ん

で
食

し
ょ
く

事じ

、

上じ
ょ
う

下げ

関か
ん

係け
い

、
相あ

い

手て

に
敬け

い

意い

を
示し

め

す
姿し

勢せ
い

等な
ど

、
大だ

い

事じ

な
こ

と
を
色い

ろ

々い
ろ

と
学ま

な

ん
だ
。
僕ぼ

く

に
と
っ
て
日に

本ほ
ん

は
第だ

い

二に

の
故ふ

る

郷さ
と

。
自じ

分ぶ
ん

の
こ
と
は
半は

ん

分ぶ
ん

日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
と
思お

も

っ
て
い
る
よ
」

と
述の

べ
、
日に

本ほ
ん

へ
の
敬け

い

意い

と

深ふ
か

い
愛あ

い

情じ
ょ
うを
示し

め

し
た
。

　

下し
も

本も
と

元も
と

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

は
祝

し
ゅ
く

辞じ

で
、「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
港み

な
と

を
出し

ゅ
っ

航こ
う

す
る
際さ

い

、
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

は
『
移い

住じ
ゅ
うす
る
国く

に

に
愛あ

い

を
持も

っ
て
貢こ

う

献け
ん

し
て
ほ

し
い
』
と
述の

べ
ら
れ
た

と
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

に
聞き

い
た
。

私わ
た
し

達た
ち

は
そ
の
子し

孫そ
ん

」
と

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
原げ

ん

点て
ん

を

強き
ょ
う

調ち
ょ
うし
、「
多お

お

く
の
苦く

難な
ん

乗の

り
越こ

え
て
今こ

ん

日に
ち

の
活か

つ

躍や
く

を
迎む

か

え
た
こ
と
を
誇ほ

こ

り
に
思お

も

う
」
と
語か

た

っ
た
。

　

式し
き

典て
ん

後ご

は
、
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

や
家か

族ぞ
く

が
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
、
栄は

え
あ
る
受じ

ゅ

賞
し
ょ
う

の
喜よ

ろ
こ

び
に
浸ひ

た

っ
た
。
式し

き

典て
ん

に
は
間ま

に
合あ

わ
な
か
っ

た
も
の
の
元も

と

伯は
っ

国こ
く

サ
ッ

カ
ー
代だ

い

表ひ
ょ
うの
セ
ー
ザ
ル
・

サ
ン
パ
イ
オ
氏し

も
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

か
ら
参さ

ん

加か

し
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

さ
れ
る
喜

よ
ろ
こ

び
を
口く

ち

に
し
た
。
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【特
とく

別
べつ

賞
しょう

・アマチュアスポーツへの貢
こう

献
けん

】佐
さ

々
さ

木
き

ヴァルテルさん

【特
とく

別
べつ

賞
しょう

・柔
じゅう

道
どう

】柳
やなぎ

森
もり

優
まさる

さん 【特
とく

別
べつ

賞
しょう

・将
しょう

棋
ぎ

】吉
よし

田
だ

国
くに

夫
お

さん 【特
とく

別
べつ

賞
しょう

・相
すも

撲
う

】籠
かご

原
はら

功
いさお

さん 【特
とく

別
べつ

賞
しょう

・陸
りく

上
じょう

】ケイチ・フジタさん

【特
とく

別
べつ

賞
しょう

・ゴルフ】ロベルト・ヨシオ・アキヤマさん 【特
とく

別
べつ

賞
しょう

・サッカー】セーザル・サンパイオさん（娘
むすめ

が代
だい

理
り

で受
じゅ

賞
しょう

） 【特
とく

別
べつ

賞
しょう

・柔
じゅう

道
どう

】松
まつ

堂
どう

忠
ちゅう

顕
けん

さん

【ゴルフ】エミ・ノムラさん 【ソフトボール】マイラ・サユミ・アカミネさん 【テニス】ジロウ・セルジオ・サカキバラさん【ゲートボール】本
ほん

多
だ

八
はち

郎
ろう

さん

【パーク・ゴルフ】ウィルソン・マサオ・ヤマモトさん

【剣
けん

道
どう

】長
は

谷
せ

川
がわ

康
やす

一
いち

郎
ろう

さん

【卓
たっ

球
きゅう

】佐
さ

藤
とう

誠
まこと

さん 【陸
りく

上
じょう

】マリウセ・ミツエ・カワシマ・スギヤマさん 【野
や

球
きゅう

】クラウジオ・カズヒサ・マツモトさん 【ラジオ体
たい

操
そう

】木
きの

下
した

ジョルジさん

【古
こ

武
ぶ

道
どう

】クリスチーナ・サチコ・ホッジ・ボウムさん 【柔
じゅう

道
どう

】オズワルド・クペルチノ・シモエス・フィーリョさん 【相
すも

撲
う

】清
きよ

田
た

武
たけ

久
ひさ

さん

【マレット・ゴルフ】西
にし

本
もと

ミツオさん、ルシアノ・マサオ・斉
さい

藤
とう

さん 【リズム体
たい

操
そう

】マリナ・ミチコ・サイトウ・クシヤマさん 【健
けん

康
こう

体
たい

操
そう

】アリス・キミエ・ナカムラさん

記
き

念
ねん

プレートを受
う

け取
と

り
笑
え

顔
がお

を浮
う

かべる受
じゅ

賞
しょう

者
しゃ

達
たち
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援え
ん

協き
ょ
うだ
け
で
約や

く

１
１
億お

く

円え
ん

の
私し

財ざ
い

を
投と

う

じ
、
影か

げ

か
ら
支さ

さ

え
て
く
れ
た
大だ

い

恩お
ん

人じ
ん

、
神じ

ん

内な
い

良り
ょ
う

一い
ち

氏し

。
南な

ん

米べ
い

各か
く

地ち

の
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

で
も
同ど

う

様よ
う

の
寄き

付ふ

や

支し

援え
ん

を
重か

さ

ね
、「
南な

ん

米べ
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
恩お

ん

人じ
ん

」
と
も
い
え
る
存そ

ん

在ざ
い

だ
。
そ
ん
な
神じ

ん

内な
い

氏し

が
設せ

つ

立り
つ

し
た
日に

本ほ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

財ざ
い

団だ
ん

か
ら
、
秋あ

き

山や
ま

進す
す
む

理り

事じ

長
ち
ょ
う

（
６
９
、
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
う）、

渡わ
た

辺な
べ

光て
る

哲あ
き

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
う（
６
７
、

東と
う

京き
ょ
う

都と

在ざ
い

住じ
ゅ
う）
が
１
１
～

１
５
日に

ち

に
来ら

い

伯は
く

、
援え

ん

協き
ょ
うの
各か

く

施し

設せ
つ

を
視し

察さ
つ

し
た
。

　

神じ
ん

内な
い

氏し

は
１
９
９
０
～

２
０
１
３
年ね

ん

に
わ
た
り
、
援え

ん

協き
ょ
うに
約や

く

１
１
億お

く

円え
ん

を
寄き

付ふ

。

日に
っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
増ぞ

う

築ち
く

や
機き

器き

購こ
う

入に
ゅ
う、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
援え

ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

ビ
ル
建け

ん

設せ
つ

な
ど
の
資し

金き
ん

に
充あ

て
ら
れ
た
。

　

秋あ
き

山や
ま

理り

事じ

長ち
ょ
うは
今こ

ん

回か
い

で
４
回か

い

目め

の
訪ほ

う

伯は
く

。

「
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
職

し
ょ
く

員い
ん

の
対た

い

応お
う

が
良よ

く
な
っ
た
と

思お
も

う
。
日に

本ほ
ん

の
丁て

い

寧ね
い

な
サ
ー
ビ
ス
が
行お

こ
な
わ

れ
て
い
る
」
と
感か

ん

心し
ん

し
た
様よ

う

子す

。

　

渡わ
た

辺な
べ

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
うは

神じ
ん

内な
い

氏し

の
甥お

い

に
あ
た

る
。
８
８
年ね

ん

に
も
神じ

ん

内な
い

氏し

に
同ど

う

行こ
う

し
て
来ら

い

伯は
く

。
当と

う

時じ

、
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

は
開か

い

院い
ん

間ま

も

な
く
、
整せ

い

備び

も
ま
だ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
整と

と
のっ
て
お
ら

ず
、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

の
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

も
今い

ま

よ
り
建た

て

物も
の

が
少す

く

な
か
っ

た
そ
う
。
現げ

ん

在ざ
い

の
立り

っ

派ぱ

な
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

の
様よ

う

子す

に
「
大た

い

変へ
ん

感か
ん

激げ
き

し
た
」
と
い
う
。

　

秋あ
き

山や
ま

理り

事じ

長ち
ょ
うは
１
２
日に

ち

の

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
「
援え

ん

協き
ょ
うを
築き

ず

き

あ
げ
た
皆み

な

さ
ん
の
熱ね

つ

意い

、
苦く

労ろ
う

は
筆ひ

つ

舌ぜ
つ

に
尽つ

く
し
が
た

い
。
神じ

ん

内な
い

氏し

は
過か

去こ

に
伯は

っ

国こ
く

移い

住じ
ゅ
うを
考か

ん
が

え
た
こ
と
が
あ

「
南な

ん

米べ
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
恩お

ん

人じ
ん

」神じ
ん

内な
い

良り
ょ
う

一い
ち

氏し

財ざ
い

団だ
ん

か
ら
の
長な

が

年ね
ん

の
支し

援え
ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

り
、
移い

住じ
ゅ
うし
た
一い

っ

世せ
い

の
方か

た

を

思お
も

い
や
り
、支し

援え
ん

を
始は

じ

め
た
」

と
神じ

ん

内な
い

氏し

の
逸い

つ

話わ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

。

　
「
現げ

ん

在ざ
い

、
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

は
伯は

っ

国こ
く

屈く
っ

指し

の
優ゆ

う

良り
ょ
うな
病

び
ょ
う

院い
ん

に
成せ

い

長ち
ょ
うし
、
援え

ん

協き
ょ
うは
順

じ
ゅ
ん

調
ち
ょ
う

に
発は

っ

展て
ん

し
て
き
た
が
、
今こ

ん

後ご

の
課か

題だ
い

も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
時と

き

は
激げ

き

動ど
う

の

１
１
１
年ね

ん

を
生い

き
抜ぬ

い
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
勤き

ん

勉べ
ん

性せ
い

、
結け

っ

束そ
く

力り
ょ
く、

英え
い

知ち

を
結け

っ

集し
ゅ
うし
て
乗の

り
越こ

え

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
方か

た

が
安あ

ん

心し
ん

し
て
暮く

ら
せ
れ

ば
、
神じ

ん

内な
い

氏し

に
と
っ
て
も
喜

よ
ろ
こ

ば
し
い
こ
と
だ
」
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

く

語か
た

っ
た
。

秋
あき

山
やま

理
り

事
じ

長
ちょう

（中
ちゅう

央
おう

右
みぎ

）、渡
わた

辺
なべ

副
ふく

理
り

事
じ

長
ちょう

（中
ちゅう

央
おう

左
ひだり

）、援
えん

協
きょう

関
かん

係
けい

者
しゃ

ら

園
その

田
だ

副
ふく

会
かい

長
ちょう

から感
かん

謝
しゃ

状
じょう

を受
う

け取
と

る山
やま

本
もと

氏
し

、大
おお

瀧
たき

氏
し

、佐
さ

々
さ

木
き

氏
し

（左
ひだり

から４番
ばん

目
め

）

南
みなみ

氏
し

（中
ちゅう

央
おう

左
ひだり

）、矢
や

島
じま

氏
し

（中
ちゅう

央
おう

右
みぎ

） 与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

から感
かん

謝
しゃ

状
じょう

を受
う

け取
と

る小
お

畑
ばた

氏
し

内
うち

村
むら

氏
し

松
まつ

本
もと

ミルトン氏
し

（ブラデスコ銀
ぎん

行
こう

） エウクリデス・アラウージョ氏
し

（ホンダサウスアメリカ）

援
えん

協
きょう

創
そう

立
りつ

60周
しゅう

年
ねん

盛
せい

大
だい

に祝
いわ

う

（特集４）２０１９年 第５３０７号	 ８月	１７日	（土曜日）
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